
〔
翻
刻
解
題
〕

槙
尾
山　

西
明
寺
蔵
月
潭
道
澂
自
筆
資
料
―『
明
忍
律
師
塔
銘
』『
西
明
寺
鐘
銘
』
翻
刻
と
解
題

関
口
靜
雄
・
高
松
世
津
子 

【
解　

題
】 

近
世
戒
律
復
興
に
お
け
る
律
僧
の
交
流
、
及
び
明
忍
の
対
馬
に
お

け
る
事
績

　

近
世
戒
律
復
興
運
動
の
祖
師
俊
正
明
忍
（
一
五
七
六
―
一
六
一
〇
）
は
、
朝
廷
官
吏
中

原
氏
の
生
ま
れ
で
、
幼
少
期
に
神
護
寺
晋
海
僧
正
に
仏
教
を
学
び
、
十
一
歳
で
官
職
に

就
い
た
が
、
そ
の
後
晋
海
の
弟
子
と
し
て
出
家
し
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
二
十
七
歳

の
時
、
晋
海
・
慧
雲
・
友
尊
・
玉
円
と
共
に
、
鎌
倉
期
戒
律
復
興
運
動
の
叡
尊
（
一
二
〇
一
―

一
二
九
〇
）
ら
が
行
っ
た
と
同
じ
方
法
で
自
誓
受
戒
を
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
近
世
期
の
戒

律
復
興
運
動
が
始
ま
っ
た
。

　

叡
尊
ら
の
自
誓
受
戒
と
は
、
三
師
七
証
に
よ
る
従
他
受
戒
と
異
な
り
、
持
戒
僧
の
不

在
に
よ
り
戒
の
相
承
が
不
可
能
で
あ
る
場
合
、
好
相
行
で
滅
罪
を
果
た
し
、
さ
ら
に
好

相
感
得
し
た
上
で
、
仏
菩
薩
の
形
像
の
前
で
菩
薩
比
丘
に
な
る
こ
と
を
誓
い
、
仏
か
ら

直
接
三
聚
浄
戒
を
受
戒
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
具
足
戒
を
別
受
で
は
な
く
、
三
聚

浄
戒
の
摂
律
儀
戒
と
し
て
同
時
に
受
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
好
相
行
は
諸
仏
菩
薩
に
よ

る
受
戒
承
認
の
現
れ
で
あ
る
「
好
相
」
を
感
得
す
る
た
め
に
心
身
の
清
浄
化
を
目
指
し

て
過
去
の
罪
を
発
露
・
懺
悔
す
る
行
で
、『
梵
網
経
』
第
二
十
三
軽
戒
を
根
拠
と
す
る
。

好
相
の
内
容
も
『
梵
網
経
』
第
四
十
一
軽
戒
の
「
好
相
と
は
、
仏
来
り
て
摩
頂
し
、
光

を
見
、
華
を
見
る
種
々
の
異
相
に
し
て
便
ち
罪
を
滅
す
る
こ
と
を
得
る
な
り
」
と
い
う

一
文
な
ど
の
経
説
が
根
拠
と
さ
れ
た
。

　

自
誓
受
戒
後
、
明
忍
ら
は
、
か
つ
て
晋
海
が
徳
川
家
康
か
ら
下
賜
さ
れ
た
神
護
寺
三

百
石
の
う
ち
三
〇
石
余
を
晋
海
か
ら
分
与
さ
れ
、
槙
尾
山
平
等
心
王
院
西
明
寺
を
律
僧

坊
と
し
て
再
興
し
た
。
そ
の
後
、
明
忍
は
中
国
・
明
で
の
別
受
戒
相
承
を
決
心
し
、
約

一
年
間
を
そ
の
準
備
に
費
や
し
、
僧
坊
の
運
営
を
慧
雲
ら
同
志
に
託
し
て
、
慶
長
十
二

年
（
一
六
〇
六
）
七
月
十
六
日1

、
随
行
の
浄
人
道
依
と
と
も
に
京
を
発
ち
、
平
戸
を
経
て

対
馬
に
渡
っ
た
。
対
馬
で
は
持
戒
生
活
を
し
て
渡
航
の
機
会
を
う
か
が
っ
た
が
、
国
禁

に
よ
り
果
た
せ
ぬ
ま
ま
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
初
夏
に
罹
病
し
、
六
月
七
日
に
三

十
五
年
の
生
涯
を
終
え
た
。

　

明
忍
示
寂
の
後
、
自
誓
受
戒
僧
ら
が
中
心
と
な
り
槙
尾
山
西
明
寺
・
青
龍
山
野
中

寺
・
大
鳥
山
神
鳳
寺
の
「
律
の
三
僧
坊
」
と
そ
の
末
寺
な
ど
が
発
展
し
、
法
華
宗
・
臨

済
宗
・
曹
洞
宗
・
天
台
宗
・
浄
土
宗
な
ど
他
宗
に
も
戒
律
復
興
が
伝
播
し
た
。
新
来
の

黄
檗
僧
も
律
僧
た
ち
と
交
流
し
影
響
を
及
ぼ
し
合
っ
た
。
本
稿
で
紹
介
す
る
黄
檗
の
月

潭
道
澂
が
撰
述
し
た
『
槙
尾
山
西
明
寺
俊
正
明
忍
律
師
塔
銘
』
一
巻
（
略
称
『
明
忍
律
師

学
苑　

昭
和
女
子
大
学
紀
要　

第
九
七
〇
号　
（
一
四
）〜（
三
〇
）　
（
二
〇
二
二
・
七
）
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塔
銘
』）
と
『
山
城
州
葛
野
郡
槙
尾
山
西
明
律
寺
平
等
心
王
院
鐘
銘
并
序
』
一
巻
（
略
称

『
西
明
寺
鐘
銘
』）
は
平
等
心
王
院
の
律
僧
と
黄
檗
の
月
潭
道
澂
ら
と
の
交
流
の
中
で
為
さ

れ
た
事
績
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
西
明
寺
蔵
の
舎
利
に
関
す
る
次
の
二
資
料
が
注
目
さ
れ
る
。『
奉
施
入
槇
尾
平
等

心
王
院
常
住
舎
利
仏
像
等
事2

』
は
、
仁
和
寺
尊
寿
院
阿
證
（
一
六
一
二
―
一
六
五
六
）
が
、

正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
に
、
自
身
が
秘
蔵
し
て
い
た
唐
招
提
寺
舎
利
・
東
寺
舎
利
・
叡

尊
舎
利
を
自
ら
の
「
一
期
之
間
」
に
限
っ
て
西
明
寺
に
施
入
す
る
こ
と
を
記
し
た
も
の

で
あ
る
。
阿
證
は
秋
田
藩
主
佐
竹
氏
の
世
子
と
さ
れ
な
が
ら
廃
嫡
に
あ
い
、
そ
の
後
、

槇
尾
で
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
に
自
誓
受
戒
し
た
行
空
宛
然
に
よ
り
、
寛
永
十
五
年

（
一
六
三
八
・
二
十
七
歳
）
に
槇
尾
で
三
帰
五
戒
を
受
け
た
。
そ
し
て
槇
尾
で
の
修
業
の
後
、

仁
和
寺
の
一
品
親
王
覚
深
に
師
事
し
て
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
・
三
十
五
歳
）
に
覚
深

か
ら
尊
寿
院
号
と
寺
地
を
賜
っ
た
。
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
・
三
十
九
歳
）
に
佐
竹
家
か

ら
二
百
両
の
援
助
を
得
て
、
翌
年
に
は
院
跡
が
再
興
さ
れ
尊
寿
院
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、

密
乗
院
宥
雄
の
も
と
で
密
教
の
奥
義
と
護
摩
火
壇
を
修
学
し
、
承
応
元
年
（
一
六
五
二
・

四
十
一
歳
）
に
よ
り
伝
法
灌
頂
を
授
け
ら
れ
た3

。
阿
証
は
戒
律
復
興
よ
り
真
言
密
教
を
重

視
し
、
そ
の
道
を
究
め
た
人
だ
と
言
え
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
の
舎
利
資
料
『
奉
寄
進

山
城
州
槇
尾
平
等
心
王
院
仏
舎
利
事4

』
は
、
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
に
一
通
妙
愚
禅
師

が
自
身
の
所
持
す
る
舎
利
を
寄
進
し
た
際
の
書
状
で
あ
る
。
こ
の
二
資
料
に
つ
い
て
は

別
稿
で
詳
述
し
た5

。

　

律
の
三
僧
坊
に
お
い
て
近
世
期
を
通
し
て
（
野
中
寺
で
は
明
治
中
期
ま
で
）、
自
誓
受
戒

を
継
続
し
た
。
近
世
に
お
い
て
戒
律
を
重
視
す
る
律
僧
ら
が
各
宗
派
に
存
在
し
た
こ
と

は
、
倫
理
観
の
形
成
や
社
会
福
祉
実
践
な
ど
、
当
時
の
社
会
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
例
え
ば
真
言
宗
の
浄
厳
・
慈
雲
、
日
蓮
宗
の
元
政
、
天

台
宗
安
楽
律
の
霊
空
や
三
井
寺
義
瑞
、
浄
土
宗
の
忍
澂
・
霊
湛
ら
の
活
動
や
、
野
中
寺

慈
忍
慧
猛
よ
り
受
戒
し
た
黄
檗
僧
鉄
眼
道
光
が
果
た
し
た
一
切
経
版
行
の
大
業
が
そ
れ

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
近
世
期
の
自
誓
受
戒
僧
や
、
彼
ら
が
授
戒
し
た
僧
の
行
実
、
さ

ら
に
は
各
宗
律
僧
の
相
互
交
流
に
つ
い
て
は
研
究
の
余
地
が
あ
り
、
そ
の
究
明
は
近
世

期
仏
教
思
想
史
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

対
馬
で
明
忍
が
記
し
た
書
簡
や
記
述
資
料
に
つ
い
て
は
、
①『
祖
師
之
消
息
』（
和
文
の

書
簡
集
）、
②『
祖
師
消
息
』（
漢
文
の
仏
教
関
連
記
述
集
）、
③『
明
忍
律
師
御
筆
止
観
文
』

（
師
晋
海
僧
正
に
宛
て
た
遺
言
）、
④『
明
忍
律
師
臨
終
瑞
相
』（
明
忍
臨
終
時
感
得
）、
⑤『「
忍
」

通
受
別
血
脈
』（
自
誓
受
戒
の
血
脈
図
）（
③
④
⑤
は
慶
長
十
五
年
）、
⑥『
科
分
』（
慶
長
十
四

年
）
が
西
明
寺
に
所
蔵
さ
れ
る6

。
②
の
一
部
と
④
に
つ
い
て
は
す
で
に
論
じ
た7

。

　

右
の
う
ち
①『
祖
師
之
消
息
』
は
明
忍
が
平
等
心
王
院
僧
衆
や
慧
雲
に
宛
て
た
自
筆
書

簡
九
通
を
一
巻
に
纏
め
た
も
の
で
、
対
馬
で
の
明
忍
の
状
況
や
交
流
・
渡
航
の
意
思
、

ま
た
平
等
心
王
院
の
内
実
を
示
す
記
録
で
あ
っ
て
貴
重
で
あ
る
。
読
解
・
分
析
を
続
け

て
い
る
が
、
今
日
ま
で
に
得
ら
れ
た
知
見
若
干
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　

明
忍
は
対
馬
で
の
一
年
目
は
対
馬
府
中
に
住
み
、
二
年
目
に
は
、
当
時
家
康
の
命
で

対
馬
に
配
流
さ
れ
て
い
た
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
の
指
導
者
日
奥
（
一
五
六
五
―
一
六
三
〇
）

の
宮
谷
居
所
で
あ
る
本
清
浄
心
院
の
敷
地
内
草
庵
に
住
ん
だ
。
日
奥
は
日
蓮
の
主
張
を

重
視
し
、
秀
吉
や
家
康
の
命
に
背
い
て
不
受
不
施
義
を
徹
底
し
た
た
め
、
家
康
に
対
馬

配
流
を
命
じ
ら
れ
（
大
阪
対
論
）、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
対
馬
に
下
向
し
た
。
し
か
し

当
地
で
は
厚
遇
さ
れ
、
慶
長
七
年
以
降
は
宮
谷
に
あ
る
対
馬
藩
主
宗
義
智
の
父
の
元
隠

居
所
を
贈
ら
れ
た
。
日
奥
は
こ
れ
を
本
清
浄
心
院
と
し
た
の
で
あ
る8

。
二
年
目
に
は
同

敷
地
内
に
居
住
し
た
明
忍
だ
が
、
慶
長
十
四
年
八
月
か
ら
遷
化
ま
で
、
浄
土
宗
海
岸
寺

に
近
い
豊
満
岳
山
中
の
、
茅
壇
の
地
に
住
ん
だ
。

　

さ
て
①
に
よ
り
、
明
忍
と
日
奥
に
、
宗
派
や
主
張
を
超
え
る
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
通
目
（
対
馬
到
着
後
間
も
な
い
慶
長
十
二
年
十
月
十
日
付
）
に
は
「
日
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奥
〈
日
蓮
宗
〉
致
参
会
候
。
不
慮
ノ
事
〳
〵
。
其
外
都
人
有
之
躰
候
」
と
あ
り
、
日
奥

が
思
い
が
け
ず
明
忍
ら
の
法
会
に
参
会
し
た
こ
と
、
日
奥
に
は
京
よ
り
熱
心
な
信
奉
者

が
随
身
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
二
通
目
に
は
日
奥
の
手
紙
の
便
に
明
忍
の
手
紙
も

つ
け
た
こ
と
、
七
通
目
に
は
法
華
経
関
係
の
経
書
を
日
奥
か
ら
借
り
て
い
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
五
通
目
に
は
「
甘
心
之
衆
両
三
輩
有
之
、
戒
学
等
勤
修
ノ
躰
、
慥

ニ
承
伝
候
。
か
や
う
の
事
聞
候
へ
ば
、
万
々
一
剃
髪
事
も
候
」
と
あ
り
、
対
馬
島
内
に

は
戒
律
復
興
に
関
心
を
持
つ
人
が
二
、
三
人
い
る
と
し
、
槙
尾
で
剃
髪
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
記
し
て
い
る
。
平
等
心
王
院
の
第
二
回
自
誓
受
戒
僧
・
賢
俊
良
永
（
一
五
八
五
―

一
六
四
七
）
も
、
そ
の
一
人
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

当
時
、
僧
が
私
的
に
大
陸
に
渡
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
。
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
か
ら

間
も
な
い
、
朝
鮮
通
信
使
が
再
開
さ
れ
た
頃
で
あ
り
、
国
禁
が
厳
し
く
、
緊
張
の
中
で

対
馬
藩
主
宗
氏
が
朝
鮮
と
の
国
交
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
奔
走
し
て
い
る
時
期
で
あ
っ

た
。
そ
う
し
た
時
代
背
景
の
う
ち
に
明
忍
は
対
馬
に
歿
し
た
。
明
忍
は
貧
困
に
陥
り
孤

独
に
過
ご
し
た
と
大
方
は
み
ら
れ
て
い
る
が
、
①
〜
⑥
の
資
料
に
よ
っ
て
、
明
忍
が
対

馬
に
お
い
て
如
法
律
僧
と
し
て
の
生
活
を
実
践
し
な
が
ら
他
宗
の
僧
や
世
俗
の
人
と
も

交
流
し
、
京
の
親
族
・
友
人
・
槙
尾
の
弟
子
や
同
志
、
特
に
慧
雲
や
晋
海
僧
正
な
ど
多

く
の
旧
知
と
手
紙
を
や
り
取
り
し
、
生
き
生
き
と
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
病
魔
が
明
忍
の
命
を
奪
っ
た
が
、
そ
れ
は
持
戒
生
活
を
徹
底
し
た
故
で
あ

ろ
う
。
明
忍
は
対
馬
に
お
い
て
死
に
向
か
う
よ
う
な
貧
困
で
孤
独
な
生
活
を
送
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
最
期
に
臨
終
瑞
相
を
自
筆
す
る
ほ
ど
、
切
実
に
生
き
、
ま
た
腹
の
据

わ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る9

。 

（
高
松
）

注1 

山
口
昌
志
「
明
忍
律
師
の
事
績
と
戒
律
重
視
の
思
想
的
背
景
」（『
放
送
大
学
日
本
史
学
論

叢
』
5
、
二
〇
一
八
年
三
月
）
は
明
忍
の
対
馬
渡
航
が
慶
長
十
二
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
解
明

し
て
い
る
。

2 

稲
城
信
子
代
表
『
日
本
に
お
け
る
戒
律
伝
播
の
研
究
』（
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
四

年
三
月
）
所
載
『
西
明
寺
所
蔵
聖
教
類
』N

o. 8-7

。

3 

神
宮　

滋
『
仁
和
寺
尊
寿
院
阿
證
』（
イ
ズ
ミ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
七
年
一
月
）
五
○
頁
・
六

○
頁
。

4 

注
2
『
西
明
寺
所
蔵
聖
教
類
』N

o. 8-11

。

5 

高
松
世
津
子
「
叡
尊
と
近
世
前
期
律
僧
に
お
け
る
舎
利
信
仰
―『
悲
華
経
』
と
記
述
さ
れ
た

奇
跡
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
日
本
宗
教
文
化
史
研
究
』
第
二
十
六
巻
第
一
号
、
二
〇
二
二
年
五

月
）

6 

注
2
『
西
明
寺
所
蔵
聖
教
類
』
①N

o. 3-19　

②N
o. 3-18　

③N
o. ｷｭｳ

25
ｵﾂ　

④N
o. 

ｷｭｳ
26　

⑤N
o. 3-16　

⑥N
o. 27

。

7 

高
松
世
津
子
「
近
世
戒
律
復
興
運
動
の
祖
師
・
俊
正
明
忍
の
対
馬
に
お
け
る
奇
瑞
・
臨
終
瑞

相
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
外
日
報
Ｈ
Ｐ
第
十
七
回
涙
骨
賞
受
賞
、
二
〇
二
一
年
）、「
近
世
戒
律

復
興
の
明
忍
と
了
性
―
そ
の
事
績
と
臨
終
瑞
相
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
第
七

〇
号
、
二
〇
二
一
年
八
月
）。

8 

大
谷
吾
道
「
新
史
料
仏
性
院
日
奥
筆
『
一
生
御
立
願
十
三
箇
条
』
に
つ
い
て
」（『
印
度
學
佛

教
學
研
究
』
第
四
十
二
巻
第
二
号
、
一
九
九
四
年
三
月
）。

9 

前
掲
5
。
明
忍
律
師
が
遷
化
の
時
に
現
れ
た
臨
終
瑞
相
を
自
ら
文
字
で
記
し
た
と
い
う
自
筆

資
料
が
西
明
寺
に
蔵
さ
れ
る
（p. 4

右
下
、
明
忍
自
筆
『
明
忍
律
師
臨
終
瑞
相
』〔
注
2
『
西

明
寺
所
蔵
聖
教
類
』ｷｭｳ

26

〕）。
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「中祖日奥大上人謫居之霊地」碑
対馬市宮谷

『奉施入槇尾平等心王院常住舎利仏像
等事』 （西明寺）

明忍律師坐像　（西明寺）

自筆『明忍律師臨終瑞相』（西明寺）

石刷『明忍律師臨終瑞相』1（宮島コレクション）

石刷『明忍律師臨終瑞相』2〈新出〉（宮島コレクション）
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【
解　

題
】
明
忍
律
師
塔
銘
西
明
寺
鐘
銘
一
斑

　

黄
檗
の
禅
僧
月
潭
道
澂
（
道
澄
と
も
。
一
六
三
六
―
一
七
一
三
）
の
自
撰
自
筆
資
料
を
二

篇
翻
刻
紹
介
し
、
若
干
の
愚
考
を
添
え
た
い
。
槙
尾
山
西
明
寺
所
蔵
の
『
槙
尾
山
西
明

寺
俊
正
明
忍
律
師
塔
銘
』
一
巻
（
略
称
『
明
忍
律
師
塔
銘
』）
と
『
山
城
州
葛
野
郡
槙
尾
山

西
明
律
寺
平
等
心
王
院
鐘
銘
并
序
』
一
巻
（
略
称
『
西
明
寺
鐘
銘
』）
で
あ
る1

。
な
お
俊
正

明
忍
（
一
五
七
六
―
一
六
一
〇
）
の
荼
毘
処
で
あ
っ
た
長
崎
県
対
馬
市
厳
原
町
の
国
有
林

豊
満
岳
山
中
に
は
明
忍
の
墓
塔
が
現
存
す
る
。
墓
塔
裏
面
の
『
中
興
槇
尾
山
西
明
寺
俊

正
明
忍
律
師
塔
銘
』（
略
称
『
裏
面
塔
銘
』）
は
月
潭
撰
『
明
忍
律
師
塔
銘
』
を
陰
刻
し
た

も
の
だ
が
、
書
丹
は
月
潭
嗣
法
の
高
弟
蘭
谷
元
定
の
手
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
、
紙
面
と

碑
面
の
筆
体
に
相
異
が
あ
る
の
は
当
然
な
が
ら
、
両
塔
銘
に
は
本
文
と
用
字
に
若
干
の

出
入
り
が
あ
る
。
後
顧
の
資
と
し
て
右
二
篇
に
併
せ
て
翻
刻
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
併

三
篇
の
翻
刻
は
後
掲
す
る
。

　

西
明
寺
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
は
西
明
寺
御
住
職
高
岡
義
寛
師
の
格
別
の
御
高
配
を

も
っ
て
写
真
撮
影
等
調
査
と
翻
刻
本
文
の
公
表
を
許
さ
れ
た
。
高
岡
師
の
御
鴻
恩
に
心

よ
り
謝
意
を
奉
る
。
な
お
事
情
が
あ
り
、
右
二
巻
の
体
裁
法
量
等
書
誌
に
つ
い
て
は
こ

れ
を
割
愛
し
た
。

※

　

槙
尾
山
平
等
心
王
院
西
明
寺
の
中
興
開
山
俊
正
明
忍
は
慶
長
十
五
年
六
月
七
日
対
馬
茅

壇
の
小
庵
で
病
沒
し
た
。
そ
の
最
期
を
尭
遠
不
筌
撰
『
明
忍
律
師
之
行
状2

』（
略
称
『
仮
名

行
状
』、
承
応
元
年
〈
一
六
五
二
〉
十
二
月
十
八
日
成
）
は
「
慶
長
十
五
ノ

病
惱
頻シ
キ
リニ
發
ル

其ソ
ノ

时
小
杖
ヲ
以
テ
疊
ヲ
打
稱
名
𫝹𫝹
佛
シ
テ
魂
ヲ
安
養
ニ
ウ
ツ
サ
ン
ト
丐
时
ニ
忽
ニ
紫
雲

タ
ナ
ヒ
キ
」
と
伝
え
、
ま
た
深
草
元
政
撰
『
槙
尾
平
等
心
王
院
興
律
始
祖
明
忍
律
師
行

業
記3

』（
略
称
『
行
業
記
』、
寛
文
四
年
〈
一
六
六
四
〉
六
月
四
日
成
）
に
「
苦
ム
ヿ
甚
シ
即
チ
執
テ二

短
杖
ヲ一
叩
テレ
席
ヲ
唱
ヘ二
佛
號
ヲ一
願
フレ
生
セ
ン
ヿ
ヲ
安
養
ニ一
」
と
あ
り
、
月
潭
道
澂
撰
『
槙
尾
平
等
心

王
院
故
弘
律
始
祖
明
忍
和
尚
行
業
曲
記4

』（
略
称
『
行
業
曲
記
』、
貞
享
四
年 

〈
一
六
八
七
〉
十
二
月
十
日
成
）
に
「
初
七
日
昧
爽
知
歿
期
稍
瀕
手
執
小
磬
槌
敲
坐
席
驟
唱

佛

願
生
安
養
」
と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
明
忍
が
数
日
ほ
ど
木
杖
で
畳
筵
を
叩
き
つ
つ
、

称
名
念
仏
の
う
ち
に
入
滅
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
明
忍
は
念
仏
往
生
で
あ
っ
た
の
で
あ

り
、
結
跏
趺
坐
あ
る
い
は
端
坐
の
い
わ
ゆ
る
坐
死
で
あ
っ
た
。

　

お
お
よ
そ
僧
の
入
滅
姿
勢
は
釋
迦
涅
槃
の
頭
北
面
西
、
鑑
真
和
上
の
結
跏
趺
坐
、
ま

た
西
大
寺
叡
尊
や
そ
の
高
弟
良
観
房
忍
性
の
端
坐
、
一
向
俊
聖
の
立
往
生
等
々
が
知
ら

れ
る
が
、
右
の
『
行
業
曲
記
』
の
記
述
を
重
ん
じ
れ
ば
明
忍
の
入
滅
姿
勢
は
叡
尊
・
忍

性
に
同
じ
く
端
坐
で
あ
っ
た
と
推
量
さ
れ
る
。
明
忍
は
沒
す
る
数
月
前
の
正
月
二
十
六

日
に
記
し
た
「
自
作
ノ
自
誓
ノ
血
脉
」（『
仮
名
行
状
』
所
載
）
の
中
央
に
「
釋
迦
弥
勒
―
叡

尊
」
と
図
示
し
、
自
身
が
叡
尊
の
直
末
流
に
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
る
か
ら
、

平
生
の
行
実
を
は
じ
め
、
そ
の
最
期
の
入
滅
姿
勢
ま
で
も
信
奉
す
る
叡
尊
に
倣
い
、
端

坐
入
滅
を
常
々
の
臨
終
用
心
と
し
て
い
た
も
の
と
推
量
さ
れ
る
。
な
お
戒
山
慧
堅
撰

『
律
苑
僧
宝
伝
』
を
検
す
れ
ば
、
突
然
死
を
除
き
律
僧
の
入
滅
姿
勢
は
坐
死
が
き
わ
め
て

多
い
こ
と
に
気
づ
く
。

　

明
忍
の
遺
骸
は
豊
満
岳
茅
壇
で
荼
毘
さ
れ
、
そ
こ
に
標
の
松
が
植
え
ら
れ
た
。
そ
の

間
の
事
情
を
『
行
業
曲
記
』
は
九
十
余
歳
の
一
華
菴
老
僧
以
僊
の
昔
語
り
と
し
て
伝
え

て
い
る
。

某
童
時
曽
見
忍
師
始
従
洛
至
托
居
府
内
宮
谷
後
厭
人
縁
稍
譁
又
移
茅
壇
毎
愛
府
治
西
南

夷
﨑
山
水
竒
絶
経
行
其
間
郷
人
不
知
其
名
但
喚
京
都
道
者
耳
海
岸
精
舎
主
僧
智
順
欽
師

戒
行
徃
来
密
邇
及
圓
寂
後
為
立
牌
位
至
𫝆
尚
存
闍
維
之
所
不
竪
宰
堵
只
栽
松
樹
一
株
而

己
茅
壇
四
山
採
伐
殆
盡
獨
其
一
株
合
抱
偃
蹇
翠
色
欝
然
斧
斤
莫
敢
侵
云

　

こ
の
老
僧
以
僊
の
昔
語
り
を
直
接
耳
に
し
た
の
は
洛
東
東
山
建
仁
寺
長
老
松
堂
宗
植

18― （　　） ―



で
あ
る
。
松
堂
（
一
七
一
四
年
沒
、
七
十
四
歳
）
は
対
州
修
文
職
の
幕
命
を
承
け
瞎
驢
山

以
酊
禅
庵
歴
代
二
十
六
世
と
し
て
赴
任
し
、
第
三
十
四
代
輪
番
（
貞
享
三
年
〈
一
六
八
六
〉

三
月
よ
り
元
禄
元
年
〈
一
六
八
八
〉
四
月
ま
で
）
を
勤
め
た5

。
松
堂
は
対
馬
着
任
後
間
も
な

く
自
ら
明
忍
の
遺
蹟
を
尋
ね
、
ま
た
人
を
し
て
探
索
せ
し
め
、
幼
童
の
こ
ろ
明
忍
を
見

た
と
い
う
九
十
余
歳
の
以
僊
に
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。
松
堂
は
以
僊
の
語
る
明
忍
の
往

時
を
筆
録
し
、
こ
れ
を
対
馬
か
ら
旧
知
の
月
潭
に
消
息
し
た
の
で
あ
る
。

　

右
に
い
う
海
岸
精
舎
主
僧
智
順
す
な
わ
ち
心
蓮
社
伝
誉
智
順
は
、『
海
岸
寺
縁
起
』（
写

本
一
冊
、
海
岸
寺
藏
）
に
よ
る
と
肥
後
国
佐
伯
氏
、
浄
土
宗
神
田
山
知
恩
寺
檀
林
に
学
び
、

永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
十
月
に
夷
崎
に
あ
っ
た
潮
光
庵
の
三
世
を
継
ぎ
、
寺
地
を
久
田

道
に
移
し
山
号
寺
号
を
常
楽
山
寂
照
院
海
岸
寺
と
改
め
て
中
興
開
山
し
た
人
で
、
元
和

四
年
（
一
六
一
八
）
十
月
一
日
に
八
十
九
歳
で
歿
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
歳
若
い
明
忍
と

の
出
会
い
は
そ
の
晩
年
で
あ
っ
た
が
、
戒
行
を
め
ぐ
っ
て
親
近
し
、
明
忍
の
円
寂
に
あ

た
っ
て
は
位
牌
を
造
っ
て
供
養
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
位
牌
は
現
在
も
海
岸
寺
に
祀
ら

れ
て
い
る
。

　
『
海
岸
寺
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
明
忍
は
は
じ
め
府
内
宮
谷
の
草
庵
に
い
た
が
、
人
縁
の

煩
し
さ
を
厭
う
て
豊
満
岳
中
腹
の
茅
壇
に
移
っ
た
。
郷
人
は
「
京
都
道
者
」
と
呼
ん
で

い
た
と
い
う
か
ら
、
誰
の
眼
か
ら
見
て
も
比
丘
と
し
て
律
師
と
し
て
持
戒
持
律
を
厳
修

す
る
日
々
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
人
縁
を
厭
う
た
の
も
当
然
で
、

し
か
し
そ
れ
は
尋
ね
来
る
客
人
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
一
人
が

高
野
山
僧
の
賢
俊
良
永
で
あ
る
。
良
永
（
一
五
八
五
―
一
六
四
七
）
は
後
に
南
山
霊
嶽
山

円
通
寺
（
高
野
山
真
別
処
）
と
和
州
法
隆
寺
北
室
院
を
拠
点
に
律
幢
を
掲
げ
た
律
の
巨
匠

で
あ
る
が
、『
律
苑
僧
宝
伝6

』
所
載
『
霊
嶽
山
圓
通
寺
賢
俊
永
律
師
伝
』（
略
称
『
賢
俊
永

律
師
伝
』）・
高
野
山
円
通
寺
九
世
本
初
金
剛
撰
『
三
国
毘
尼
伝
』（
写
本
、
高
野
山
大
学
図

書
館
蔵
）
は
、
二
人
の
出
会
い
を
偶
然
の
邂
逅
だ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

　

右
二
伝
に
よ
れ
ば
、
賢
俊
良
永
は
添
（
宗
）
氏
を
出
自
と
す
る
対
州
吏
史
の
子
で
、
妙

年
に
し
て
高
野
山
の
僧
と
な
り
、
長
じ
て
中
性
院
（
中
蔵
院
と
も
）
に
止
住
し
て
真
言
密

教
を
窮
め
、
毘
尼
道
に
精
励
し
て
い
た
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
二
十
五
歳
の
時
、
た

ま
た
ま
所
用
で
対
馬
へ
帰
郷
し
た
折
、
明
忍
律
師
の
対
馬
逗
留
を
知
っ
た
。
良
永
は
明

忍
に
面
謁
し
、
戒
法
の
授
与
を
請
う
た
が
、
し
か
し
明
忍
は
こ
れ
を
断
り
、
自
分
が
創

設
し
た
興
律
の
道
場
た
る
槙
尾
西
明
寺
で
所
願
を
遂
げ
る
べ
き
由
を
説
い
た
の
だ
っ
た
。

良
永
は
明
忍
の
勧
言
に
従
い
、
翌
慶
長
十
五
年
十
月
西
明
寺
で
沙
弥
戒
を
受
け
、
そ
の

翌
十
六
年
三
月
に
は
自
誓
受
具
し
て
比
丘
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
年
の
夏
安
居
を
終

え
る
と
、
自
説
の
「
一
夏
竟
離
依
止
法
」
を
主
張
し
て
高
野
帰
山
を
希
望
し
た
が
、「
五

夏
依
止
法
」
を
遵
守
す
る
慧
雲
寥
海
・
友
尊
全
空
ら
槙
尾
一
山
僧
衆
は
こ
れ
を
許
さ
ず

争
論
と
な
り
、
終
に
は
京
都
所
司
代
の
官
命
を
蒙
る
仕
儀
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
『
三
国

毘
尼
伝
』
は
「
官
吏
板
倉
周
防
守
某7

聞
二
双
方
聖
教
據
一
判
云
互
有
二
聖
教
ノ
明
拠
一
自
今

以
後
良
永
苾
蒭
ハ
任
二
自
性
誓
受
所
レ
據
文
理
一
皈
二
南
山
一
於
二
眞
別
処
一
建
二
一

竟
離
依

止
之
法
一
當
レ
護
二
二
利
一
慧
雲
友
尊
二
苾
蒭
ハ
依
二
律
五
ノ
為
レ
拠
文
理
一
於
二
槇
尾
山
一
立
二

五

依
止
之
軌
一
應
レ
守
二
戒
律
一
」
と
伝
え
る
。
官
命
は
良
永
の
主
張
を
認
め
、
南
山
真

別
処
に
お
い
て
一
夏
竟
離
依
止
法
を
建
て
る
こ
と
を
許
し
、
槙
尾
山
で
は
五
夏
依
止
を

法
軌
と
し
て
戒
律
を
守
る
こ
と
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。

　

良
永
が
宣
揚
し
た
一
夏
竟
離
依
止
法
は
、
わ
ず
か
一
夏
に
よ
っ
て
容
易
に
比
丘
に
な

る
こ
と
を
可
能
に
し
た
か
ら
、
宗
門
を
超
え
て
人
が
集
ま
り
、
戒
律
復
興
の
大
流
と

な
っ
た
。
や
が
て
良
永
は
法
隆
寺
北
室
院
の
知
事
職
を
兼
務
し
て
多
く
の
俊
英
を
輩
出

し
た
か
ら
、
当
時
最
も
高
名
な
律
匠
と
仰
が
れ
た
。
良
永
か
ら
受
戒
し
た
僧
に
は
曹
洞

の
鈴
木
正
三
（
石
平
山
恩
真
寺
）、
臨
済
の
一
絲
文
守
（
瑞
石
山
永
源
寺
中
興
一
世
）・
如
雪

文
巌
（
同
二
世
）、
真
言
律
の
真
政
円
忍
（
円
通
寺
二
世
）・
快
円
慧
空
（
大
鳥
山
神
鳳
寺
二

世
）
な
ど
枚
挙
に
遑
が
な
い
。
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な
お
明
忍
と
良
永
の
絶
海
の
孤
島
対
馬
で
の
出
会
い
は
劇
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
い

う
ま
で
も
な
く
戒
山
撰
『
賢
俊
永
律
師
伝
』
の
脚
色
で
あ
っ
て
、
良
永
の
一
連
の
言
動

を
考
え
れ
ば
両
師
の
出
会
い
が
た
ま
さ
か
の
偶
会
な
ど
で
は
な
か
っ
た
と
理
解
で
き
、

良
永
の
深
謀
遠
慮
が
垣
間
見
え
る
。
す
な
わ
ち
良
永
は
高
野
山
の
学
侶
と
し
て
真
言
密

教
の
奥
旨
を
窮
め
、
毘
尼
の
道
を
志
し
た
こ
ろ
か
ら
す
で
に
律
僧
養
成
の
新
し
い
僧
制

と
し
て
一
夏
竟
離
依
止
法
を
練
り
上
げ
て
い
た
と
推
量
さ
れ
る
。
大
悲
覚
盛
と
興
正
叡

尊
が
「
九
夏
の
和
尚
は
得
戒
得
罪
」
の
規
定
を
犯
し
て
別
受
比
丘
戒
を
授
け
た
事
績8

を

一
夏
竟
離
依
止
法
の
論
拠
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
槙
尾
山
で
受
戒
す
れ
ば
五
夏
を

過
ご
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
対
馬
に
お
い
て
国
禁
の
解
放
を
ひ
た

す
ら
待
ち
続
け
る
明
忍
か
ら
受
戒
す
る
の
が
得
策
で
あ
り
、
か
つ
戒
律
復
興
の
象
徴
的

存
在
で
あ
る
明
忍
か
ら
受
戒
す
る
の
が
至
高
の
受
法
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
良
永
は
明
忍
か
ら
受
戒
し
て
の
ち
一
臈
を
経
た
時
点
で
す
ぐ
さ
ま
一
夏
離
竟

依
止
法
を
主
張
す
る
心
算
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
対
馬
に
お
け
る
両
師
の
対
面
は
、

決
し
て
た
ま
さ
か
の
偶
会
な
ど
で
は
な
く
、
賢
俊
良
永
の
深
い
意
図
を
も
っ
て
の
邂
逅

で
あ
っ
た
。
な
お
良
永
が
京
都
道
者
明
忍
と
面
謁
す
る
に
つ
い
て
は
、
添
氏
を
出
自
と

す
る
対
州
吏
史
の
子
と
い
う
そ
の
出
自
が
重
く
作
用
し
た
は
ず
で
あ
る
。

※

　

明
忍
の
遺
骸
を
荼
毘
し
た
の
は
従
者
の
道
依
だ
っ
た
。『
仮
名
行
状
』『
行
業
曲
記
』

や
西
明
寺
蔵
『
開
山
塔
之
図
』
の
「
軸
裏
書
」（
元
禄
十
六
年
〈
一
七
〇
三
〉
六
月
七
日
、
智

本
理
澄
識
）
が
伝
え
る
よ
う
に
、
道
依
は
明
忍
の
遺
命
に
従
い
如
法
に
荼
毘
し
、
標
の
松

樹
を
植
え
、
遺
骨
・
遺
品
を
背
負
っ
て
西
明
寺
に
帰
山
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
明
忍
は

宮
谷
居
住
の
こ
ろ
仏
性
院
日
奥
と
庵
室
を
隣
し
て
い
た
と
『
海
岸
寺
縁
起
』
が
記
し
て

い
る
。
不
受
布
施
派
の
祖
日
奥
（
一
五
六
五
―
一
六
三
〇
）
は
徳
川
家
康
か
ら
対
馬
流
罪

に
処
せ
ら
れ
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
か
ら
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
ま
で
十
三
年
間
流

謫
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
日
奥
の
宮
谷
草
庵
は
低
丘
中
腹
の
閑
静
で
小
綺
麗
な
住
居

で
、
そ
れ
は
対
馬
十
九
代
藩
主
宗
義
智
よ
り
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
跡
地
に

は
現
在
「
南
無
妙
法
蓮
華
経　

中
祖
日
奥
大
上
人
謫
居
之
霊
地
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が

建
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
十
六
代
藩
主
義
調
す
な
わ
ち
一
鷗
公
の
隠
居
所
で
あ
る
白
川

屋
形
の
跡
地9

で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
二
分
割
し
た
一
隅
に
明
忍
は
止
住
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
不
受
布
施
義
は
他
宗
と
交
わ
ら
な
い
と
い
う
が
、
都
を
離
れ
絶
海
の
孤
島
に
日
々

を
送
る
求
道
僧
と
流
謫
僧
に
交
流
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
く
、
現
に
西
明
寺

蔵
『
祖
師
之
消
息
』
に
は
二
人
の
交
流
の
数
条
が
記
さ
れ
て
い
る
。

※

　

右
の
『
開
山
塔
之
図
』
の
「
軸
裏
書
」
に
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る10
。

吾
祖
明
忍
和
尚
慶
長
十
五
年
抄
（
マ
ヽ
）夏
七
日　

示
寂
于
馬
島
茅
壇
沙
弥
道
依
就
壇
荼
毘　

負

霊
骨
施
建
於
本
山
馬
島
闍
維
之
所　

不
竪
一
浮
圖
只
栽
松
樹
一
株
而
已
尚　

存
矣
今
茲

元
禄
癸
未
歳
與
衆
相
議
命
工　

礱
密
石
造
五
輪
塔
婆
一
基
澂
銘
於
峨
山　

月
潭
禅
師
鐫

之
背
上
托
建
仁
松
堂
長
老　

相
國
別
宗
長
老
東
福
雪
堂
西
堂
告
對
州　

太
守
舟
載
運
送

樹
立
彼
所
而
為
永
世
之
幖
識
也
（
中
略
）

　

旹　

元
禄
十
六
年
歳
次
癸
未
六
月
初
七
日　
　

法
孫
比
丘
智
本
理
澄
謹
書

　

こ
こ
に
明
忍
の
忌
日
と
従
者
道
依
に
よ
る
葬
事
一
切
の
仕
業
が
知
れ
る
が
、
さ
ら
に

明
忍
歿
後
九
十
余
年
に
し
て
漸
く
対
馬
に
墓
塔
が
建
立
さ
れ
た
経
緯
が
明
ら
か
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
明
忍
律
師
の
遺
業
を
永
世
に
伝
え
る
標
識
と
す
べ
く
対
馬
に
石
造
五
輪
塔
婆

一
基
を
建
立
す
る
の
は
西
明
寺
一
山
の
合
議
に
よ
る
の
で
あ
り
、
墓
塔
裏
面
の
銘
文
は

以
前
に
『
行
業
曲
記
』
を
撰
し
て
も
い
る
黄
檗
の
禅
僧
月
潭
道
澂
の
撰
文
で
あ
り
、
こ

れ
を
蘭
谷
元
定
が
書
丹
し
た
も
の
を
石
工
が
稠
密
に
刻
字
し
た
の
で
あ
る
。
京
洛
で
仕

立
て
た
墓
塔
を
船
便
で
輸
送
し
、
こ
れ
を
対
馬
島
内
に
安
置
す
る
の
許
可
は
対
州
修
文

職
と
し
て
以
酊
庵
輪
番
を
経
歴
し
た
京
都
五
山
の
建
仁
寺
松
堂
宗
植
長
老
・
相
國
寺
別
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宗
祖
縁
長
老
・
東
福
寺
雪
堂
令
研
西
堂
の
三
師
が
対
馬
藩
主
に
申
請
し
て
得
た
の
で
あ
る
。

　

現
在
対
馬
豊
満
岳
山
中
に
建
つ
花
剛
岩
の
石
造
墓
塔
は
、
四
角
柱
の
竿
石
の
正
面
に

五
輪
塔
を
浮
彫
し
、
中
央
に
五
輪
の
悉
曇
五
文
字
अ 

व 

र 

ह 

ख
と
、
地
輪
の
左
右
に
分

け
て
「
槙
尾
中

開
山
／
俊
正
明
忍
和
尚
」
の
陰
刻
が
あ
る
。
墓
塔
は
二
重
の
台
石
を

含
め
高
二
七
〇
糎
、
幅
一
二
〇
糎11
ほ
ど
の
堂
々
た
る
も
の
で
、
裏
面
に
は
篆
書
体
で

「
中
興
／
槇
尾
／
山
西
／

寺
／
俊
正
／
明
忍
／
律
師
／
塔
銘
」
と
横
書
き
さ
れ
、
そ
の

下
に
「
西
明
寺
俊
正
明
忍
律
師
塔
銘
」
と
題
す
る
月
潭
撰
の
銘
文
十
九
行
が
あ
り
、
末

尾
に
「
元
祿
十
六
年
𡻕
次
癸
未
季
春
糓
旦
峩
山
直
指
嗣
祖
沙
門
道
澄
月
潭
和
南

文　

含
玉
山
房
元
定
蘭
谷
和
南
篆
額
書
丹
／
遠
孫
比
丘
智
本
理
澄
雲
松
實
道
等
㒰
𥡳
首
百
拜

勒
石
」
と
陰
刻
さ
れ
、
こ
の
墓
塔
の
製
作
と
建
立
が
西
明
寺
十
六
代
衆
首
智
本
理
澄
と

派
下
城
南
加
茂
現
光
寺
中
興
雲
松
實
道
の
合
力
に
よ
る
も
の
だ
と
知
れ
る
。
石
工
が
鐫

刻
す
る
に
あ
た
っ
て
月
潭
撰
の
銘
文
を
書
丹
し
た
蘭
谷
元
定
の
名
は
『
開
山
塔
之
図
』

「
軸
裏
書
」
に
見
え
ぬ
が
、
蘭
谷
が
墨
書
揮
毫
し
、
小
篆
印
「
家
在
西
山
復
西
」「
蘭
谷
」

「
白
云
深
處
坐
禪
人
」
の
三
顆
を
捺
し
た
篆
額
が
今
も
西
明
寺
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
。
蘭

谷
元
定
（
一
六
五
三
―
一
七
〇
七
）
は
洛
中
の
衣
屋
の
子
で
、
父
に
従
っ
て
黄
檗
に
上
り
、

十
五
歳
の
と
き
月
潭
の
弟
子
と
な
っ
た
。
月
潭
が
嵯
峨
直
指
庵
第
二
代
住
持
と
な
る
と
、

首
座
を
命
じ
ら
れ
て
山
内
含
玉
軒
に
住
し
た
。
范
道
生
か
ら
仏
像
彫
刻
を
学
び
、
独
立

性
易
の
伝
え
た
篆
刻
を
能
く
し
、
墨
画
に
秀
で
た
。
著
書
に
『
開
戒
手
鏡
』（
元
禄
十
四

年
〈
一
七
〇
一
〉
三
月
三
日
成
）
が
あ
る
。
宝
永
四
年
五
月
一
日
、
師
に
先
ん
じ
て
逝
っ

た
。
蘭
谷
は
月
潭
の
最
初
の
嗣
法
者
で
あ
っ
て
、
月
潭
は
「
祭
含
玉
蘭
谷
上
座
文
」（『
心

華
剩
録
』
巻
五
所
収
）
を
草
し
、
深
く
そ
の
死
を
悼
ん
で
い
る
。

※

　

智
本
理
澄
撰
『
槇
尾
山
流
記
』（
元
禄
十
四
年
〈
一

七
〇
一
〉
四
月
成
）
は
、
元
禄
十
二
年
八
月
、「
槙
尾
山

再
興
之
儀
」
に
つ
き
、
こ
れ
を
許
可
す
る
大
檀
越
徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
公
母
君
桂
昌
院

殿
宗
子
大
夫
人
の
尊
書
通
達
を
受
け
る
や
、
一
山
で
は
た
だ
ち
に
諸
堂
舎
の
普
請
・
修

理
が
始
め
ら
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。
そ
の
元
禄
十
三
年
六
月
条
に
「
鐘
樓
堂
挽
直
御
修

覆
」
と
見
え
る
。
こ
の
鐘
樓
堂
が
現
存
す
る
鐘
楼
で
、
そ
こ
に
後
掲
す
る
月
潭
撰
『
山

城
州
葛
野
郡
槙
尾
山
西
明
律
寺
平
等
心
王
院
鐘
銘
并
序
』（
正
德
二
年
〈
一

七
一
二
〉
夏
成
）
を
四
面
の
池
間

に
刻
ん
だ
大
鐘
が
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
『
西
明
寺
鐘
銘
』
に
「
寛
文
十
二
壬

子
年
新
鑄
鉅
鐘
施
主
乃
永
源
一
絲
禪
師
之
徒
一
通
妙
愚
公
也
公
初
棲
止
于
西
山
善
峯
後

移
居
于
相
樂
中
村
與
大
智
寺
本

律
師
来
往
密
邇
因
兹
托
于
律
師
喜
捨
浄
財
若
干
両
以

造
鐘
及
樓
又
送
所
持
佛
舎
利
一
百
餘
粒
以
令
供
養
現
𫝆
安
置
于
堂
內
焉
」
と
あ
っ
て
、

こ
の
大
鐘
鋳
造
の
施
主
は
臨
済
宗
瑞
石
山
永
源
寺
第
九
十
一
世
一
絲
文
守
（
一
六
〇
九
―

一
六
四
六
）
の
弟
子
の
一
通
妙
愚
公
だ
と
伝
え
て
い
る
。
妙
愚
は
初
め
天
台
宗
西
山
善
峯

寺
に
い
た
が
、
後
に
山
城
国
相
楽
中
村
に
移
居
し
、
木
津
郷
の
橋
柱
山
大
智
寺
を
中
興

し
た
本
寂
房
恵
澄
（
西
明
寺
十
三
代
衆
主
。
延
宝
四
年
〈
一
六
七
六
〉
十
一
月
二
十
一
日
沒
。

文
智
女
王
戒
師
）
と
密
に
往
来
し
、
そ
の
因
縁
か
ら
妙
愚
は
恵
澄
に
喜
捨
若
干
両
と
仏
舎

利
一
百
余
粒
を
托
し
た
の
だ
と
い
う
。

　

な
お
そ
の
寄
進
は
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
西

明
寺
文
書
中
に
『
奉
寄
進　

山
城
州
槇
尾
平
等
心
王
院
佛
舎
利
事12
』
切
紙
一
通
が
伝
わ

り
、
そ
れ
に
は
「
右
其
ノ
數
合
一
百
粒
也
白
ノ
色
六
如
二
芥
子
ノ一
強
半
ナ
リ
是
レ
和
州
招
提
寺
ノ

舍
利
ノ
之
分
散
也
」
等
々
と
あ
り
、
卷
尾
に
「
□
治
四
年
辛
丑
二
月
吉
日　

一
通
妙
愚

也
」
と
あ
っ
て
、
喜
捨
若
干
両
と
同
時
に
奉
納
さ
れ
た
仏
舎
利
一
百
粒
の
寄
進
日
が
知

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
の
大
鐘
新
鋳
・
鐘
樓
新
造
の

完
成
ま
で
に
お
よ
そ
十
二
年
の
長
年
月
を
要
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
完
成
の
報
を
妙

愚
は
耳
に
し
得
た
か
ど
う
か
。
妙
愚
は
同
年
一
月
二
十
日
に
沒
し
て
い
る
。

※

　

一
通
妙
愚
は
西
山
善
峯
寺
阿
弥
陀
堂
の
再
建
願
主
と
い
う
。
同
寺
蔵
『
寛
文
十
三
年

21― （　　） ―



棟
札
』（
略
称
『
棟
札
』）
は
妙
愚
の
事
蹟
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
表
中
央
に
「

た
蘭
谷
元
定
の
名
は
『
開
山
塔
之
図
』
「
裏
書
」
に
見
え
ぬ
が
、
蘭
谷
が
墨
書
揮
毫
し
、
小

篆
印
「
家
在
西
山
復
西
」
「
蘭
谷
」
「
白
云
深
處
坐
禪
人
」
の
三
顆
を
捺
し
た
篆
額
が
今
も
西

明
寺
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
。
蘭
谷
元
定
（
一
六
五
三
丨
一
七
〇
七
）
は
洛
中
の
衣
屋
の
子
で
、

父
に
従
っ
て
黄
檗
に
上
り
、
十
五
歳
の
と
き
月
潭
の
弟
子
と
な
っ
た
。
月
潭
が
嵯
峨
直
指
庵

第
二
代
住
持
と
な
る
と
、
首
座
を
命
じ
ら
れ
て
山
内
含
玉
軒
に
住
し
た
。
范
道
生
か
ら
仏
像

彫
刻
を
学
び
、
独
立
性
易
の
伝
え
た
篆
刻
を
能
く
し
、
墨
画
に
秀
で
た
。
著
書
に
『
開
戒
手

鏡
』（
元
禄
十
四
年
〈
一
七
〇
一
〉
三
月
三
日
成
）
が
あ
る
。
宝
永
四
年
五
月
一
日
、
師
に
先
ん

じ
て
逝
っ
た
。
蘭
谷
は
月
潭
の
最
初
の
嗣
法
者
で
あ
っ
て
、
月
潭
は
「
祭
含
玉
蘭
谷
上
座
文
」

（
『
心
華
剩
録
』
巻
五
所
収
）
を
草
し
、
深
く
そ
の
死
を
悼
ん
で
い
る
。 

 
 

 
 
 

※ 

智
本
理
澄
撰
『
槇
尾
山
流
記
』
（

元
禄
十
四
年
〈
一

七
〇
一
〉
四
月
成

）
は
、
元
禄
十
二
年
八
月
、
「
槙
尾
山
再
興
之

儀
」
に
つ
き
、
こ
れ
を
許
可
す
る
大
檀
越
徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
公
母
君
桂
昌
院
殿
宗
子
大
夫

人
の
尊
書
通
達
を
受
け
る
や
、
一
山
で
は
た
だ
ち
に
諸
堂
舎
の
普
請
・
修
理
が
始
め
ら
れ
た

と
伝
え
て
い
る
。
そ
の
元
禄
十
三
年
六
月
条
に
「
鐘
耬
堂
挽
直
御
修
覆
」
と
見
え
る
。
こ
の

鐘
耬
堂
が
現
存
す
る
鐘
楼
で
、
そ
こ
に
後
掲
す
る
月
潭
撰
『
山
城
州
葛
野
郡
槙
尾
山
西
明
律

寺
平
等
心
王
院
鐘
銘
并
序
』（

正
德
二
年
〈
一

七
一
二
〉
夏
成

）
を
四
面
の
池
間
に
刻
ん
だ
大
鐘
が
吊
り
下
げ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
『
西
明
寺
鐘
銘
』
に
「
寛
文
十
二
壬
子
年
新
鑄
鉅
鐘
施
主
乃
永
源
一
絲
禅
師
之

徒
一
通
妙
愚
公
也
公
初
棲
止
于
西
山
善
峯
後
移
居
于
相
樂
中
村
與
大
智
寺
本
寂
律
師
来
往
密

邇
因
茲
托
于
律
師
喜
捨
浄
財
若
干
両
以
造
鐘
及
樓
又
送
所
持
佛
舎
利
一
百
餘
粒
以
令
供
養
現

𫝆𫝆
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
、
こ
の
大
鐘
鋳
造
の
施
主
は
臨
済
宗
瑞
石
山
永
源
寺
第
九
十

一
世
一
絲
文
守
（
一
六
〇
九
丨
一
六
四
六
）
の
弟
子
の
一
通
妙
愚
公
だ
と
伝
え
て
い
る
。
妙
愚

は
初
め
天
台
宗
西
山
善
峯
寺
に
い
た
が
、
後
に
山
城
国
相
楽
中
村
に
移
居
し
、
木
津
郷
の
橋

柱
山
大
智
寺
を
中
興
し
た
本
寂
房
恵
澄
（
西
明
寺
十
三
代
衆
主
。
延
宝
四
年
〈
一
六
七
六
〉
十
一

月
二
十
一
日
沒
。
文
智
女
王
戒
師
）
と
密
に
往
来
し
、
そ
の
因
縁
か
ら
妙
愚
は
恵
澄
に
喜
捨
若

干
両
と
仏
舎
利
一
百
余
粒
を
托
し
た
の
だ
と
い
う
。 

な
お
そ
の
寄
進
は
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
西
明

寺
文
書
中
に
『
奉
寄
進 

山
城
州
槇
尾
平
等
心
王
院
佛
舎
利
事
』
切
紙
一
通
が
伝
わ
り
、
そ

れ
に
は
「
右
其
ノ

數
合
一
百
粒
也
白
ノ

色
六
如
二

芥
子

ノ一

強
半
ナ
リ

是
レ

和
州
招
提
寺
ノ

舍
利
ノ

之
分

散
也
」
等
々
と
あ
り
、
卷
尾
に
「
□
治
四
年
辛
丑
二
月
吉
日 

一
通
妙
愚
也
」
と
あ
っ
て
、

喜
捨
若
干
両
と
同
時
に
奉
納
さ
れ
た
仏
舎
利
一
百
粒
の
寄
進
日
が
知
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と

す
れ
ば
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
の
大
鐘
新
鋳
・
鐘
耬
新
造
の
完
成
ま
で
に
お
よ
そ
十
二
年

の
長
年
月
を
要
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
完
成
の
報
を
妙
愚
は
耳
に
し
得
た
か
ど
う
か
。
妙

愚
は
同
年
一
月
二
十
日
に
沒
し
て
い
る
。 

 
 

 
 
 

※ 

一
通
妙
愚
は
西
山
善
峯
寺
阿
弥
陀
堂
の
再
建
願
主
と
い
う
。
同
寺
蔵
『
寛
文
十
三
年
棟
札
』

（
略
称
『
棟
札
』
）
は
妙
愚
の
事
蹟
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
表
中
央
に
「

奉
再
興
常
行
三
昧

堂
施
主
一
通
妙
愚
禅
師
也
不
足
處
加
寺
中
常
住
物
造
立
之
者
也
柱
立
寛
文
十
三

癸丑

歳
七
月
七

日
上
棟
同
月
二
十
五
日
也
」
と
大
書
一
行
、
そ
の
左
右
に
「
妙
愚
禅
師
者
肥
前
國
人
三
宅
氏

高
徳
後
徹
師
匠
興
聖
寺
開
山
圓
耳
禅
師
也
愚
師
報
八
十
三
歳
而
寛
文
十
二

壬子

歳
正
月
廾
日
迯

然
此
堂
依
彼
遺
命
寺
僧
／
成
就
坊
堅
盛
法
印
宝
光
坊
義
證
實
相
坊
賢
鎮
松
本
坊
豪
陳
谷
之
坊

□
□
円
月
坊
宇
辨
本
願
惠
春
令
建
立
之
者
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
妙
愚
が

肥
前
の
人
で
三
宅
氏
、
高
徳
す
な
わ
ち
南
朝
の
忠
臣
児
島
高
徳
の
苗
裔
で
、
興
聖
寺
開
山
圓

耳
禅
師
の
弟
子
だ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
妙
愚
が
常
行
三
昧
堂
の
完
成
を
待
た
ず
寛
文
十
二

年
（
一
六
七
二
）
一
月
二
十
日
に
八
十
三
歳
で
歿
し
た
た
め
、
一
山
僧
衆
が
資
金
の
不
足
分

を
補
い
、
漸
く
寛
文
十
三
年
七
月
二
十
五
日
に
上
棟
し
た
と
経
緯
を
記
し
、
つ
い
て
妙
愚
の

遺
命
を
守
っ
た
寺
僧
数
名
を
録
し
て
い
る
。
な
お
善
峯
寺
文
書
中
に
妙
愚
の
歿
後
百
余
年
後

の
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
五
月
に
善
峯
寺
僧
賢
慧
が
撰
し
た
妙
愚
の
略
伝
が
あ
る
。
『
西

明
寺
鐘
銘
』
や
『
棟
札
』
を
補
う
記
述
が
あ
っ
て
有
用
で
あ
る
。
以
下
に
示
す
。 

奉
再

常
行
三
昧
堂
施
主
一
通
妙
愚
禪
師
也
不
足

加
寺
中
常
住
物
造
立
之
者
也
柱
立
寛
文
十

三
癸丑
歳
七
月
七
日
上
棟
同
月
二
十
五
日
也
」
と
大
書
一
行
、
そ
の
左
右
に
「
妙
愚
禪
師

者
肥
前
國
人
三
宅
氏
高
徳
後
胤
師
匠
興
聖
寺
開
山
圓
耳
禪
師
也
愚
師
報
八
十
三
歳
而
寛

文
十
二
壬子
歳
正
月

日
逝
然
此
堂
依
彼
遺
命
寺
僧
／
成
就
坊
堅
盛
法
印
宝
光
坊
義
證
實

相
坊
賢
鎮
松
本
坊
豪
陳
谷
之
坊
□
□
円
月
坊
宇
辨
本
願
惠
春
令
建
立
之
者
也
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
妙
愚
が
肥
前
の
人
で
三
宅
氏
、
高
徳
す
な
わ
ち
南
朝
の
忠

臣
児
島
高
徳
の
苗
裔
で
、
興
聖
寺
開
山
圓
耳
禅
師
の
弟
子
だ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
妙

愚
が
常
行
三
昧
堂
の
完
成
を
待
た
ず
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
一
月
二
十
日
に
八
十
三

歳
で
歿
し
た
た
め
、
一
山
僧
衆
が
資
金
の
不
足
分
を
補
い
、
漸
く
寛
文
十
三
年
七
月
二

十
五
日
に
上
棟
し
た
と
経
緯
を
記
し
、
つ
い
て
妙
愚
の
遺
命
を
守
っ
た
寺
僧
数
名
を
録

し
て
い
る
。
な
お
善
峯
寺
文
書
中
に
妙
愚
の
歿
後
百
余
年
後
の
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）

五
月
に
善
峯
寺
僧
賢
慧
が
撰
し
た
妙
愚
の
略
伝
が
あ
る
。『
西
明
寺
鐘
銘
』
や
『
棟
札
』

を
補
う
記
述
が
あ
っ
て
有
用
で
あ
る
。
以
下
に
示
す
。

一
通
禪
師
傳　
山
城
國
宇
治
郡
興
聖
寺
中

善
峯
阿
弥
陀
堂
再
建
之
願
主

禪
師
諱
妙
愚
一
通
其
字
也
肥
之
前
州
人
俗
姓
三
宅
氏
備
後
三
郎
高
德
之
苗
裔
而
㓜
懷
出
塵

遂
謁
万
安
禪
師
薙
染
蛍
雪
甚
勤
矣
也
安
名　

円
耳0

山
城
州
宇
治
郡
佛
德
山
観
音
導
利
院
興

聖
寳
林
禪
寺
中

之
師
也
通
何
由
縁
卜
居
於
吾
山
年
尚
焉
又
依
與
喜
明
和
尚
為
莫
逆
屢
掛
錫

於
金
藏
師
甞
得
南
京
招
提
寺
所
藏
之
分0

舎
利
尊
寧
之
多
年
而
偶
拜
開
山
上
人
持
𫝹
之
佛
舎

感
戴
之
餘
以
自

奉
之
分
舎
利
一
百
顆
明
歴
（
マ
ヽ
）丁
酉
之
春
永
寄
附
之
鎮

地
衆
欣
然
皆
頂
礼

乃
与
上
人

持
舎
利
並
真
一
寳
塔
中
其
光
粲
然
宛
如
法
華
寳
塔
品
時
釈
迦
多
寳
坐
塔
中
二
佛

星
輝
矣

万
治
戊
戍
於
小
塩
村
之
地
．
買
膄
田
一

備
於
香
燈
爾
来
山
衆
春
秋
二
時
開
其
法

筵
礼
讃
舎
利
于
𫝆
不
絶
禪
師
生
涯

撰
述
書
頗
多
𫝆
僅
存
者
盲
杖

缺
唇
嘯
十
界
由
来
名
（
マ
ヽ
）

一
巻
其
書
也
書
以
國
語
且
徃
々
引
倭
歌
便
於
白
衣
兒
女
後
來
以
其
易
讀
為
一
箇
艸
紙
莫
空

領
過
良
自
順
愍
物
情
深
何
能
致
亍
此
乎
．
師
素
不
局
於
自
宗
切
勧
奘
乎
西
邁
就
其
書
可
観

永
明

謂
有
禪
有
浄
土
猶
如
戴
角
虎
者
於
戯
唯
禪
師
之
謂
乎
於
其
解
語
之
他
位
非
吾
黨

敢

測
知
矣
通
甞
投
施
黄
金
若
干
欲
造
營
常
行
三
昧
堂
一
寓
其
願
未
充
染
病
鍼
藥
無
効
臨
末
之

期
啚
自
像
而
加
遺
偈
於
其
上
泊
然
而
化
實
寛
文
十
二
季
壬
子
春
正
月
二
十
日
也
．
壽
八
十

有
三
矣
其
偈
曰
起
居
動
靜
是
何
者
八
十
餘
年
夢
裏
賓
蹈
却
禪
床
押
足
睡
寂
然
無
偽

無
真
和

歌
曰
．

本
土
乃
忘
想
布
久
呂
蹈
屋
不
里
於
乃
加
物
土
天
一
物
茂
奈
志
其
墨
痕
存
于
𫝆
尤
足

可
賞
闔
衆
依
師
遺
語
頻
事
土
木
明
年
癸
亥
之
秋
七
月
七
日
上
棟
二
十

五
日

慶
遂
果
師
之

志
矣
抑
傳
之
所
爲
豈
正

哉
前
所
輯
畧
余

聞
而
已

維
時
天
明
紀
元
歳
次
辛
丑
五
月
二
十
有
八
日
雒
西
沙
門
賢
慧
謹
誌
．

　

右
の
『
一
通
禪
師
傳
』
は
『
棟
札
』
の
い
う
興
聖
寺
開
山
圓
耳
禅
師
を
曹
洞
宗
初
開
道

場
た
る
宇
治
の
観
音
導
利
院
興
聖
宝
林
寺
の
中
興
開
山
万
安
英
種
（
一
五
九
一
―
一
六
五
四
）

だ
と
伝
え
る
。『
西
明
寺
鐘
銘
』
は
妙
愚
を
一
絲
文
守
の
徒
と
い
う
。
し
か
し
万
安
英
種

ま
た
一
絲
文
守
の
法
脉
に
一
通
妙
愚
の
名
を
い
ま
だ
見
出
せ
な
い
で
い
る
。

　

妙
愚
は
ま
た
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
春
、
善
峯
寺
に
舎
利
一
百
顆
を
寄
進
し
た
と
い

う
。
そ
の
舎
利
は
か
つ
て
南
都
唐
招
提
寺
か
ら
分
与
さ
れ
た
も
の
と
い
う
か
ら
、
万
治

四
年
二
月
に
西
明
寺
に
寄
進
し
た
舎
利
一
百
粒
と
一
連
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
妙
愚
は
善

峯
寺
開
山
源
算
上
人
（
九
八
三
―
一
〇
九
九
）
が
念
持
さ
れ
て
い
た
仏
舎
利
を
偶
々
拝
見

し
た
折
、
そ
の
余
り
の
有
難
さ
に
感
戴
し
、
つ
い
て
多
年
尊
奉
秘
蔵
す
る
招
提
寺
分
与

の
舎
利
を
寄
進
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
善
峯
寺
は
源
算
上
人
と
妙
愚
禅
師
施
入
の
舎

利
を
併
せ
て
一
宝
塔
に
収
め
、
春
秋
二
季
の
供
養
会
を
執
行
し
た
の
で
あ
る
が
、
妙
愚

は
翌
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
小
塩
村
（
大
原
野
小
塩
村
で
あ
ろ
う
）
の
膄
田
一
所
を
購
入

し
、
こ
れ
を
舎
利
供
養
会
の
香
燈
料
と
し
て
施
入
し
た
と
い
う
。
妙
愚
は
詩
歌
に
親
し

み
、
そ
の
『
盲
杖
記
』『
缺
唇
嘯
』『
十
界
由
来
』
な
ど
い
う
著
作
は
流
通
し
た
ら
し
い
。

　

妙
愚
が
善
峯
寺
に
長
居
し
、
金
蔵
寺
に
し
ば
し
ば
掛
錫
し
た
の
は
喜
明
和
尚
と
の
莫
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逆
の
法
縁
に
よ
る
の
で
あ
る
。
善
峰
・
金
蔵
の
両
寺
は
と
も
に
そ
の
中
興
を
桂
昌
院
の

義
兄
と
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
太
白
洞
無
知
散
人
撰
『
本
庄
家
系
譜
並
歴
代
略
傳13
』

は
桂
昌
院
の
父
本
庄
太
郎
兵
衛
宗
正
の
後
裔
条
に
「
猶
子
喜
明　

貞
享
三
年
二
月
朔
日
遷

化
／
六
十
九
才
金
藏
寺
入
龜
山
に
葬
す
／
金
藏
、
善
峯
兩
山
中
興
の
祖
」
と
あ
っ
て
、
桂

昌
院
の
義
兄
の
名
を
喜
明
と
伝
え
、
ま
た
善
峯
寺
文
書
中
の
『
桂
昌
院
一
位
尼
傳
』
は
「
父

ハ
本
庄
太
郎
兵
衛
藤
原
宗
正
母
榮
女
姓
氏
ヲ
詳
ニ
セ
ズ
寛
永
四
年
洛
ノ
堀
川
聚
楽
ニ
生
ル

六
才
ニ
シ
テ
義
兄
西
山
善
峯
寺
成
就
坊
賢
海
ノ
許
ニ
母
ト
共
ニ
客
タ
リ
」
と
あ
っ
て
義
兄

の
名
を
成
就
坊
賢
海
と
伝
え
る
。
九
品
院
徳
演
撰
『
三
河
往
生
験
記
』（
明
治
十
九
年
三
月
十
日
、

三
州
荒
井
山
九
品
院
蔵
版
）

上
卷
冒
頭
に
「
天
台
宗
の
帰
命
房
の
法
印
ハ
道
心
堅
固
の
聖
に
て
お
は
し
ま
し
き
。
北

小
路
家
の
人
に
し
て
一
品
禪
尼
の
桂
昌
院
殿
。
從

一
位
を
い
ふ
。
御
兄
な
り
。
常
廟
常
憲
院
殿
。
一

位
を
申
奉
る
。
に
ハ
し
た
し

き
御
中
に
て
い
ま
そ
か
り
し
。
東
坂
本
西
教
寺
に
住
せ
ら
れ
し
か
ど
。
寺
務
か
し
ま
し

と
て
ミ
つ
か
ら
隠
遁
し
て
お
は
し
け
る
」
と
、
常
憲
院
殿
す
な
わ
ち
徳
川
五
代
将
軍
綱

吉
と
親
し
か
っ
た
と
い
う
桂
昌
院
の
兄
帰
命
房
法
印
は
も
と
天
台
真
盛
宗
戒
光
山
西
教

寺
の
住
僧
だ
っ
た
と
伝
え
、
さ
ら
に
金
蔵
寺
に
お
い
て
は
喜
明
上
人
は
西
教
寺
第
十
五

世
真
教
上
人
が
そ
の
人
だ
と
伝
え
て
い
る14

。
し
か
し
西
教
寺
十
五
世
は
天
海
僧
正
に
親

近
し
た
真
迢
（
一
六
五
九
年
沒
）
で
あ
っ
て
、
西
教
寺
歴
代
に
真
教
の
名
は
な
い
。

　

な
お
桂
昌
院
（
一
六
二
七
―
一
七
〇
五
）
は
六
歳
の
と
き
善
峯
寺
に
仮
宿
し
て
い
た
と

い
う
が
、『
本
庄
家
系
譜
並
歴
代
略
傳
』
が
伝
え
る
義
兄
喜
明
は
そ
の
時
十
五
歳
の
少
年

で
あ
っ
て
、
坂
本
西
教
寺
を
経
歴
し
て
隠
遁
し
た
人
と
は
思
わ
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
桂
昌
院
の
義
兄
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
名
は
し
ば
ら
く
措

く
と
し
て
、
桂
昌
院
の
義
兄
と
さ
れ
る
人
物
と
一
通
妙
愚
が
昵
懇
で
あ
っ
た
と
い
う
伝

聞
は
知
っ
て
お
い
て
よ
か
ろ
う
。

※

　

元
禄
十
六
年
十
二
月
、
お
そ
ら
く
そ
の
十
五
日
に
俊
正
明
忍
律
師
の
墓
塔
が
入
滅
の

地
、
対
馬
茅
壇
の
荼
毘
処
跡
に
建
立
さ
れ
た
。『
海
岸
寺
縁
起
』
に
海
岸
寺
八
世
速
誉
専

栄
が
西
明
寺
上
座
衆
中
に
宛
て
た
同
年
十
二
月
十
五
日
付
の
消
息
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
一
節
に
「
海
陸
無
異
事
到
著
仕
候
依
之
御
碑
石
茅
壇
ニ
造
立
成
就
仕
候
其
節
ハ
以
酊

雪
堂
和
尚
江
も
御
出
被
添
法
慮
候
落
成
以
後
弥
以
當
掛
貴
賤
之
仰
信
墓
參
之
絡
繹
不
絶
候
」

と
あ
っ
て
、
墓
塔
を
乗
せ
た
便
船
が
無
事
に
到
着
し
、
こ
れ
を
設
置
建
塔
し
た
と
き
に

は
以
酊
庵
三
十
四
世
輪
番
東
福
寺
龍
眠
庵
の
雪
堂
令
研
の
立
会
が
あ
っ
た
こ
と
、
建
塔

に
つ
い
て
は
三
十
三
世
輪
番
相
国
寺
慈
照
院
別
宗
祖
縁
の
尽
力
が
あ
っ
た
等
々
が
報
告

さ
れ
て
い
る15
。
速
誉
専
栄
は
別
宗
祖
縁
に
も
同
日
付
の
消
息
で
建
塔
成
就
の
報
告
を
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
松
堂
宗
植
・
別
宗
祖
縁
・
雪
堂
令
研
・
海
岸
寺
速
誉
ら
の
活
躍
を

知
る
と
、
建
塔
当
日
い
か
に
遠
方
と
は
い
え
そ
こ
に
西
明
寺
僧
衆
一
人
の
参
会
が
な

か
っ
た
こ
と
は
、
明
忍
墓
塔
の
建
立
す
な
わ
ち
弘
律
始
祖
俊
正
明
忍
律
師
を
顕
彰
す
る

事
業
が
西
明
寺
一
山
で
は
な
く
、
対
州
修
文
職
以
酊
庵
輪
番
を
経
歴
し
た
五
山
僧
た
ち

の
主
導
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
別
宗
祖
縁
は
以
酊
庵
着
任
後
の

翌
元
禄
十
四
年
六
月
七
日
、
荼
毘
処
跡
で
忌
日
法
要
を
営
ん
で
お
り
、
雪
堂
令
研
は
一

周
忌
法
要
を
以
酊
庵
・
海
岸
寺
の
衆
僧
ら
と
執
行
し
て
い
る
。
そ
の
姿
勢
を
想
え
ば
、

『
明
忍
律
師
塔
銘
』
の
一
節
に
「
但
對
陽
遺
蹟
未
能
建
置
一
浮
圖
是
為
缺
典
兹
者
上
座
比

丘
智
本
澄
公
與
衆
相
議
命
工
礱
密
石
造
五
智
輪
塔
婆
一
基
」
と
、
対
馬
に
明
忍
の
塔
婆

が
な
い
の
は
典
礼
を
欠
い
て
い
る
と
月
潭
や
五
山
僧
た
ち
が
指
摘
し
、
そ
の
建
立
を
西

明
寺
上
座
比
丘
智
本
理
澄
に
蹤
慂
し
て
い
る
こ
と
も
得
心
が
ゆ
く
。

　
「
槙
尾
山
再
興
之
儀
」
の
名
の
も
と
に
元
禄
十
二
年
に
大
檀
越
桂
昌
院
の
寄
付
を
受
け

る
や
西
明
寺
山
内
の
堂
塔
伽
藍
の
修
理
修
覆
に
励
ん
だ
が
、
荼
毘
処
跡
に
明
忍
墓
塔
を

建
立
す
る
こ
と
が
槙
尾
山
再
興
之
儀
の
最
後
の
事
業
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
当
初
の

計
画
に
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
一
山
僧
衆
は
、
お
よ
そ
百
年
前
、
従
者

道
依
が
明
忍
の
霊
骨
を
背
負
っ
て
帰
山
し
て
間
も
な
く
槙
尾
山
中
に
明
忍
の
墓
所
が
築
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か
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
対
馬
に
も
明
忍
の
墓
塔
を
建
立
す
る
こ
と
な
ど
毫
も
考

え
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
明
忍
を
「
興
律
始
祖
」「
弘
律
始
祖
」
と
声
高
に

讃
頌
し
出
し
た
の
は
日
蓮
宗
深
草
瑞
光
寺
の
元
政
上
人
や
黄
檗
宗
嵯
峨
直
指
庵
の
月
潭

道
澂
ら
他
山
僧
で
あ
っ
た
。
月
潭
は
『
西
明
寺
鐘
銘
』
に
「
自
寛
文
壬
子
至
正
德
壬
辰

既
鐘
四
十
載
而
其
鐘
未
有
銘
豈
非
缺
典
乎
爰
現
前
比
丘
衆
等
請
余
作
銘
因
為
之
」
と
鐘

銘
を
作
文
し
た
経
緯
を
記
し
て
い
る
が
、
西
明
寺
比
丘
衆
に
「
其
鐘
未
有
銘
豈
非
缺
典

乎
」
と
梵
鐘
に
は
鐘
銘
を
、
墓
塔
に
は
墓
碑
銘
を
記
す
べ
き
の
意
義
や
規
範
を
教
示
し

た
の
は
月
潭
そ
の
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
黄
檗
僧
た
ち
五
山
僧
た
ち
が
成
稿
し
た

各
種
銘
文
は
極
め
て
多
く
、
そ
の
作
法
と
行
儀
は
彼
ら
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

て
、
現
に
対
馬
に
明
忍
墓
塔
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
を
祝
し
た
五
山
僧
た
ち
の
自
筆
の
詩

偈
が
西
明
寺
と
海
岸
寺
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
西
明
寺
蔵
『
對
州
諸
師
和
韵

等
』（
一
巻
）
は
対
州
修
文
職
以
酊
庵
輪
番
僧
た
ち
の
詩
偈
を
集
め
た
も
の
で
、
輪
番
と

出
身
寺
院
を
記
す
と
、
29
天
竜
寺

妙
智
院
雲
外
東
竺
・
32
相
国
寺

慈
雲
庵
太
虚
顯
霊
・
32
天
竜
寺

延
慶
院
古
霊
道
充
・ 

34
建
仁
寺

淸
住
院
松
堂
宗
植
・
36
相
国
寺

瑞
春
庵
天
啓
集
仗
・
38
東
福
寺

南
昌
院
松
隠
玄
棟
・
40
天
竜
寺

妙
智
院
中
山
玄
中
・
41
相
国
寺

慈
照
院

別
宗
祖
緣
・
42
東
福
寺

龍
眠
庵
雪
堂
令
研
ら
九
僧
の
詩
偈
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
『
五
山
諸

德
香
偈
』（
一
巻
）
に
は
別
宗
祖
緣
・
妙
心
寺
瑞
堂
本
潦
・
妙
心
寺
仁
渓
慧
寛
・
妙
心
寺

無
着
道
忠
・
妙
心
寺
禅
扃
宗
柱
・
大
徳
寺
梅
岑
玄
彭
ら
六
僧
の
詩
偈
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
『
海
岸
寺
縁
起
』
に
は
建
塔
を
祝
す
る
詩
偈
を
海
岸
寺
に
寄
せ
た
三
十
六

余
の
僧
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
島
内
止
住
の
僧
俗
二
名
を
除
く
と
、
西
明
寺
智
本
理

澄
以
外
は
す
べ
て
五
山
僧
な
の
で
あ
る
。
な
お
『
對
州
諸
師
和
韵
等
』
は
雪
堂
令
研16
が
、

『
五
山
諸
德
香
偈
』
は
別
宗
祖
緣
が
主
導
編
纂
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
槙
尾
山
に
お
け
る
諸
事
業
が
恙
な
く
成
就
し
た
そ
の
根
源
に
は
、

月
潭
が
『
明
忍
律
師
塔
銘
』
に
「
蒙
桂
昌
院
國
太
夫
人
懿
㤙
鼎
建
殿
宇
極
輪
奐
之
美
且

賜
㠯
僧
糧
若
干
石
律
門
榮
盛
蔑
加
是
時
」
と
記
す
よ
う
に
、
大
檀
越
桂
昌
院
の
施
財
が

あ
っ
た
。
な
お
『
槇
尾
山
流
記
』
元
禄
十
三
年
条
に
「
六
月
廿
三
日
巳
ノ
刻
上
棟
岩
倉

善
峯
僧
衆
兩
人
并
今
宮
神
主
為
賀
儀
登
山
」
と
あ
り
、
再
建
本
堂
の
上
棟
慶
賀
の
た
め

今
宮
神
社
・
岩
倉
金
蔵
寺
・
西
山
善
峯
寺
か
ら
来
山
が
あ
っ
た
と
い
う
。
今
宮
神
社
は

元
禄
七
年
に
桂
昌
院
の
寄
付
二
百
石
を
も
っ
て
再
建
さ
れ17
、
金
蔵
・
善
峯
の
両
寺
は
と

も
に
桂
昌
院
を
大
檀
越
に
仰
ぎ
、
と
も
に
そ
の
中
興
を
桂
昌
院
の
義
兄
だ
と
伝
え
る
。

そ
の
義
兄
と
昵
懇
だ
っ
た
と
い
う
一
通
妙
愚
は
善
峯
寺
の
常
行
三
昧
堂
再
建
、
西
明
寺

の
大
鐘
鋳
造
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
妙
愚
は
ま
た
賢
俊
良
永
か
ら
受
戒
し
た
一
絲

文
守
の
徒
弟
だ
っ
た
と
い
う
。
桂
昌
院
と
い
う
大
樹
を
巡
っ
て
縦
横
無
隅
に
法
縁
が
結

ば
れ
て
い
た
光
景
が
彷
彿
す
る
。
想
え
ば
慶
長
地
震
で
崩
壊
し
た
唐
招
提
寺
戒
壇
の
元

禄
九
年
再
建
に
率
先
尽
力
し
た
の
は
桂
昌
院
だ
っ
た
。
桂
昌
院
は
律
苑
に
ふ
か
く
執
心

し
、
鑑
真
将
来
舎
利
瓶
塔
を
江
戸
城
に
勧
請
す
る
な
ど
そ
の
帰
依
信
心
は
懇
篤
だ
っ
た18
。

一
通
妙
愚
は
そ
の
鑑
真
将
来
舎
利
を
不
思
議
に
も
な
ぜ
か
大
量
に
、
そ
れ
も
ず
っ
と
以

前
か
ら
尊
奉
秘
蔵
し
て
い
た
。『
明
忍
律
師
塔
銘
』『
西
明
寺
鐘
銘
』
を
め
ぐ
っ
て
、
近

世
戒
律
復
興
の
盛
衰
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
関
口
）

注1 

『
明
忍
律
師
塔
銘
』
は
西
明
寺
蔵
版
無
刊
記
本
『
明
忍
律
師
行
業
曲
記 

全
』
に
付
載
が
あ
り
、

ま
た
『
心
華
剩
録
』
巻
五
に
『
明
忍
律
師
塔
銘
』『
西
明
律
寺
鐘
銘
』
の
収
録
が
あ
る
。
但

し
い
ず
れ
に
も
付
訓
が
あ
る
。『
心
華
剩
録
』
は
月
潭
歿
後
、
そ
の
著
作
を
直
指
庵
三
世
覚

天
元
朗
が
正
徳
五
年
仲
穐
に
編
纂
し
た
も
の
。
全
五
卷
。
享
保
六
年
古
川
三
郎
兵
衛
版
が
あ

る
。
な
お
月
潭
自
筆
『
西
明
律
寺
鐘
銘
』
は
稲
城
伸
子
代
表
『
日
本
に
お
け
る
戒
律
伝
播
の

研
究
』（
二
〇
〇
四
年
三
月
、
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
）
所
載
『
西
明
寺
所
蔵
聖
教
類
』
に

未
載
の
資
料
で
あ
る
。

2 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
西
明
寺
文
書
』（
影
写
本
）
に
拠
る
。
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3 

平
楽
寺
編
纂
局
編
『
標
註
艸
山
集 

全
』（
昭
和
五
年
十
一
月
、
平
楽
寺
書
店
）
に
拠
る
。

4 
関
口
靜
雄
・
高
松
世
津
子
「
槙
尾
山
西
明
寺
蔵
月
潭
道
澂
自
筆
資
料
―『
明
忍
和
尚
行
業
曲

記
』
翻
刻
と
解
題
」（「
学
苑　

昭
和
女
子
大
学
紀
要
」
令
和
三
年
九
月
号
）
に
拠
る
。

5 

対
州
修
文
職
お
よ
び
以
酊
庵
輪
番
に
つ
い
て
は
、
田
中
健
夫
氏
『
全
近
代
の
国
際
交
流
と
外

交
文
書
』（
平
成
八
年
十
月
、
吉
川
弘
文
館
）
と
池
内
敏
氏
『
絶
海
の
碩
学
―
近
世
日
朝
外

交
史
研
究
』（
二
〇
一
七
年
二
月
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
の
研
究
成
果
に
負
っ
て
い
る
。

6 

関
口
靜
雄
・
山
本
博
也
編
『
律
苑
僧
宝
伝
』（
唐
招
提
寺
・
律
宗
戒
學
院
叢
書
第
二
輯
、
平

成
十
九
年
二
月
、
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
）
に
拠
る
。

7 

板
倉
周
防
守
某
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
藤
谷
厚
生
氏
「
近
世
初
期
に
お
け
る
戒
律
復
興
の
一
潮

流
―
賢
俊
良
永
を
中
心
に
」（「
四
天
王
寺
国
際
佛
教
大
学
紀
要
」
大
学
院
第
二
号
、
二
〇
〇
三

年
三
月
）
は
板
倉
周
防
守
重
宗
と
特
定
さ
れ
た
。

8 

『
興
正
菩
薩
御
教
誡
聴
聞
集
』（
日
本
思
想
体
系
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
所
収
）
嘉
禎
二
年
条
参
照
。

9 

大
畠
精
一
氏
「
日
奥
上
人
」（「
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
報
」
第
十
七
号
、
平
成
六
年
三
月
）。

10 

前
掲
「
西
明
寺
所
蔵
聖
教
類
」N

o. 28 k

所
載
の
翻
刻
に
拠
る
。

11 

墓
塔
の
計
測
は
、
竹
村
正
氏
『
厳
原
町
久
田
道
西
丘
在
京
都
槙
尾
山
真
言
宗
西
明
寺
中
興
の
祖
俊
正

明
忍
律
師
の
墓
』（
昭
和
五
十
二
年
六
月
、
自
刊
）
に
拠
る
。

12 

前
掲
「
西
明
寺
所
蔵
聖
教
類
」N

o. 8-11

。
高
松
世
津
子
氏
の
御
示
教
に
よ
れ
ば
、
内
題
は

『
奉
寄
進　

山
城
州
槇
尾
平
等
心
王
院
佛
舎
利
事
實
』
と
あ
り
、「
是
レ
和
州
招
提
寺
ノ
舍
利
ノ

之
分
散
也
」
等
々
と
あ
る
由
で
あ
る
。

13 

桂
昌
院
奉
賛
会
編
『
桂
昌
院
』（
昭
和
二
十
九
年
二
月
、
金
蔵
寺
）
に
所
収
。

14 

北
村
隆
圓
氏
（
金
蔵
寺
十
九
世
）『
桂
昌
院
樣
の
二
百
五
十
年
御
忌
を
迎
へ
る
に
當
っ
て
』

（
前
掲
『
桂
昌
院
』「
追
補
」
に
所
収
）。

15 

西
明
寺
蔵
『
對
海
岸
精
舎
俊
正
律
祖
墓
所
建
塔
已
来
諸
記
録
』（
本
瑞
昊
白
自
筆
。
文
化
六

年
七
月
成
）
に
、
元
禄
十
四
年
六
月
七
日
に
別
宗
祖
縁
が
営
ん
だ
忌
日
法
要
の
諷
誦
文
が
載

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
従
者
道
依
は
葬
送
闍
維
を
如
法
に
執
行
し
、
そ
の
折
り
植
樹
し
た
標

の
松
の
根
元
に
は
遺
骨
数
片
を
埋
納
し
た
よ
う
で
あ
る
。
別
宗
祖
縁
は
荼
毘
処
跡
を
茅
壇
墓

所
と
呼
ん
で
い
る
。

16 

『
東
福
寺
誌
』（
一
九
三
〇
年
、
大
本
山
東
福
禅
寺
）
元
禄
十
六
年
十
一
月
二
十
一
日
条
に

「
雪
堂
令
研
『
明
忍
塔
銘
偈
』
を
撰
す
」
と
あ
り
、「
東
福
雪
堂
賀
修
明
忍
塔
偈
有
序
」
と
し

て
偈
の
冒
頭
を
引
い
て
い
る
。
雪
堂
は
以
酊
庵
在
任
中
に
こ
れ
を
撰
述
し
た
の
で
あ
る
。

17 

今
宮
神
社
藏
『
元
禄
六
癸

酉
載
日
記
』
元
禄
七
年
条
。

18 

唐
招
提
寺
藏
『
招
提
千
歳
伝
記
』
巻
下
「
旧
跡
篇
」「
霊
宝
篇
」
等
。

〔
翻
刻
凡
例
〕

1 

翻
刻
資
料
に
は
行
頭
あ
る
い
は
行
尾
に
五
行
ご
と
の
通
番
号
を
付
し
た
。

2 

可
能
な
か
ぎ
り
原
文
の
表
記
を
尊
重
し
た
。

3 

翻
刻
文
の
素
稿
は
関
口
が
作
成
し
、
資
料
調
査
と
撮
影
は
高
松
が
単
独
で
行
っ
た
。

〔
追
白
〕

掃
部
光
淳
師
・
石
川
覺
應
師
・
藤
谷
厚
生
氏
・
武
田
柊
馬
氏
か
ら
貴
重
な
資
料
の
提
供
を
受
け
、

田
熊
信
之
氏
か
ら
文
書
解
読
に
つ
き
御
示
教
を
受
け
た
。
記
し
て
御
礼
感
謝
申
上
げ
る
。

〔
追
白
〕

脱
稿
後
、
森　

慈
尋
氏
『
一
通
妙
愚
に
つ
い
て
（
第
二
報
）』（
二
〇
二
二
年
三
月
、
龍
江
山
松

雲
寺
）
を
知
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
臨
済
宗
興
聖
寺
派
の
亀
山
市
千
歳
町
所
在
の
千
年
山
東

光
寺
所
蔵
の
興
聖
寺
派
の
宗
派
図
で
あ
る
『
佛
祖
脈
譜
』（
版
一
幅
。
裏
面
に
「
万
延
元
庚
申

年
林
鐘
日
」
等
々
の
墨
書
が
あ
る
）
に
京
都
市
堀
川
通
所
在
の
臨
済
宗
圓
通
山
興
聖
寺
開
山
虗

應
圓
耳
の
直
弟
子
六
名
中
の
五
番
目
に
「
幽
谷
一
通
妙
愚
」
の
記
載
が
あ
る
由
で
あ
る
。
月
潭

の
西
明
寺
『
鐘
銘
』、
善
峯
寺
賢
慧
の
『
一
通
妙
愚
傳
』
と
は
相
違
す
る
新
出
所
伝
で
注
目
さ

れ
る
。
な
お
興
聖
寺
現
蔵
の
一
切
経
は
慶
長
年
中
虗
應
圓
耳
の
時
代
に
笠
置
の
海
住
山
寺
か
ら

譲
渡
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
は
戒
律
復
興
に
尽
瘁
し
た
笠
置
上
人
解
脱
房
貞
慶
旧
蔵
の
蔵
経

だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
れ
の
取
得
は
圓
耳
及
び
一
山
の
戒
律
復
興
へ
の
深
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。
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中
興

槇
尾

山
西寺

俊
正忍

律
師

塔
銘

中

槙
尾
山
西
明
寺
俊
正
明
忍
律
師
塔
銘

婆
伽
世
尊
以
一
切
種
智
統
攝
三
界
必
先
立
戒
法
大
心

埵
以
六
波
羅

誘
化
衆
生
不
能
捨
律
儀
固
知
戒
是
作
佛
之
階
梯
濟
人
之
舟
航
也
然

本
邦
律
宗
權
輿
于
唐
鑑
眞
和
上
再
盛
于
興
正

興
正
滅
後
數
百
年
間
戒
法
寖
衰
寥
寥
無
聞
丁
此
澆
季
之
穐
駕
大
願
輪
扶
起
律
幢
者
唯
俊
正
律
師

其
人
也
師
諱
明
忍
俊
正
其
號
平
安
城
中
原
氏
子
世
為
宦
族
父
名
康
雄
仕
為
少
内
記
毋
某
氏
有
淑
德
師
生
而
穎

有
神
童
之
譽
十
六
𡻕
抱
出
塵
志
而

親
愛
繫
絆
未
果

願
二
十
一
𡻕
决
意
出
家
即
投
髙
雄
晉
海
僧
正

髮
稟
受

法
勤
脩
弗
懈
師
恒
慨
此
土
律
法
衰
頽
志
圖
興
復
竟
徃
南
京
西
大
寺
咨

决
持
犯
於
耆

鞠
明
究
曛
頗
通
其
學
越
偕
慧
雲
友
尊
二
師
入
梅
尾
山
祈
好
相
依
大
乘
三
聚
通
受
法
自
誓
受
戒
時
年
二
十
七
及
覩
槙
尾
幽
邃
清
絶
而

卓
錫
於
其
間
四
方
學
律
之
輩
慕
風
駢
臻
未
幾
大
成
法
社
三
十
一
𡻕
發
别
受
相
承
之
願
欲
入
大
唐
尋
師
孤
錫
飄
然
到
對
馬
州
以
謂
先
赴
三
韓
次
抵
中

華
然
以　

國
禁
森
嚴
故
不
得
逾
海
姑
留
寓
對
陽
結
廜

於

壇
清
苦
自
居
經
𡻕
對
人
稍
知
有
師
呼
曰
京
都
道
者
迄
庚
戌
夏
遽

微
疾
杪
夏
七
日
昧

爽
自
知
期
至
執
小
磬
槌
敲
坐
墩
驟
唱
佛

泊
然
而
逝
沙
彌
道
依
遵
治
命

毘
于
山
上
收
𩄇
骨
擔
道
具
獨
回
槙
峰
一
衆
哀
慟
如
喪
恃
怙
焉
師
生
于

正
丙
子
寂
亍
慶
長
庚
戍
報
齢
三
十
有
五
僧
臘
一
十
有
五
嗚
呼
師
去
世
僅
九
十
餘
稔
而
兒
孫
繩
繩
徧
布
寓
内
槙
峰
精
舍
頃
𡻕
蒙

桂
昌
院
國
太
夫
人
懿

鼎
建
殿
𡧃
極
輪
奐
之
美
且
賜
以
僧
糧
若
干

律
門
榮
盛

加
是
時
但
對
陽
遺
蹟
未
能
建
置
一
浮
圖
是
為
缺
典
兹
者
上
座
比

丘
智
本
澄
公
與
衆
相
議
命
工
礱
密

造
五
智
輪
塔
婆
一
基
將
欲
舟
載
運
送
樹
立
彼

而
為
永
世
之
標
幟
乃
來
徴
銘
於
余
先
是
余

律
師
行
業
記
克

詳
其
由
故
不
以
不
文
辭
略
叙
平
生
梗
槩
系
之
以
銘
銘
曰

佛
設
三
學　

戒
為
洪
基　

人

崇
奉　

衆
聖
咸
規　

海
東
之
國　

戒
日
輝
騰　

鑑
眞
肇
授　

叡
尊
重
弘　

數
百
載
後　

僧
風
淪
替　

不
有
忍
師

孰
救
其
弊　

志
鋒
鋭
利　

行
璧
無
瑕　

槇
峰
領
衆　

專
唱
開
遮　

自
誓
雖
審　

别
受
失
傳　

飛
求
法
錫　

扺
對
陽
堧　

鷄
林
在
望　

震
旦
奚
適

國
禁
嚴
重　

末
由
泛
舶　

滄
溟
萬
里　

徒
勞
遐
想　

島
隂
締
　

姑
此
棲
養　

世
緣
俄
盡　

為
清
泰
遊　

幻
生
幻
滅　

於
師
何
憂　

但
惜
律
苑

早
喪
蓍
亀　

遵
西
竺
法　

就
處
闍
維　

遺

没　

後
代
疇
識　

粤
鑱
𡨔
堵　

樹
海

側　

金

正
體　

獨
露
巍
然　

山
𩄇
衛
護　

永
勿
改
遷

元
祿
十
六
年
𡻕
次
癸
未
季
春
糓
旦
峩
山
直
指
嗣
祖
沙
門
道
澄
月
潭
和
南

文　
　

含
玉
山
房
元
定
蘭
谷
和
南
篆
額
書
丹

孫
比
丘
智
本
理
澄
雲
松
實
道
等
仝
𥡳
首
百
拜
勒

0105101519
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槙
尾
山
西
明
寺
俊
正
明
忍

律
師
塔
銘

婆
洳
世
尊
以
一
切
種
智
統
攝

三
界
必
先
立
戒
法
大
心
薩

埵
以
六
波
羅

誘
化
衆
生

不
能
捨
律
儀
固
知
戒
是
作

佛
之
階
梯
濟
人
之
舟
航
也
然

本
邦
律
宗
𫞐
輿
于
唐
鑑
真

和
上
再
盛
于
興
正
菩
薩
興

正
滅
後
数
百
秊
間
戒
法
寖
衰

寥〻
無
聞
丁
此
澆
季
之
秋
駕
大

願
輪
扶
起
律
幢
者
唯
俊
正

律
師
其
人
也
師
諱
明
忍
俊
正

其

平
安
城
中
原
氏
子
世

為
宦
族
父
名
康
雄
仕
為
少

内
記
毋
某
氏
有
淑
徳
師
生
而

穎
異
有
神
童
之
譽
十
六
𡻕
抱

出
塵
志
而
親
愛
繋
絆
未
果

願
二
十
一
𡻕
决
意
出
家
即
投

高
雄
晋
海
僧
正
薙
髪
禀
受

法
勤
修
弗
懈
師
恒
慨
此

𡈽
律
法
衰
頽
志
圖
興
復
竟

臨
済
正
宗

徃
南
京
西
大
寺
咨
决
持
犯
於
耆

宿
鞠
明
究
曛
頗
通
其
学
越

偕
慧
雲
友
尊
二
師
入
栂
尾
山

祈
好
相
依
人
乘
三
聚
通
受
法

自
誓
受
戒
時
年
二
十
七
及
覩
槙

尾
幽
邃
清
絶
而
卓
錫
於
其
間

四
方
學
律
之
軰
慕
風
駢
臻
未

幾
大
成
法
社
三
十
一
𡻕
發
別
受

相
承
之
願
欲
入
大
唐
尋
師
孤

錫
飄
然
到
對
馬
州
以
謂
先

赴
三
韓
次
抵
中
蕐
然
㠯

國
禁
森
厳
故
不
得
逾
海
姑
留

寓
對
陽
結
廜

於
茅
壇
而

清
苦
自
居

𡻕
對
人
稍
知
有

師
呼
曰
京
都
道
者
迄
庚
戍
夏

遽
染
微
疾
杪
夏
七
日
昧
爽
自

知
期
至
執
小
磬
槌
敲
㘴
墩
驟

唱
佛

泊
然
而
逝
沙
彌
道
依

遵
治
命
茶
（
マ
ヽ
）毘
于
山
上
收
靈
骨
擔

道
具
獨

槙
峰
一
衆
哀
慟
如

喪
恃
怙
焉
師
生
于

正
丙
子
寂

于
慶
長
庚
戍
報
齢
三
十
有
五
僧

臘
一
十
有
五
嗚
呼
師
去
世
僅
九
十

餘
稔
而
兒
孫
繩
〻
遍
布
寓
内
槙

峰
精
舍
頃
𡻕
蒙

桂
昌
院
國
太
夫
人
懿

鼎
建

殿
宇
極
輪
奐
之
美
且
賜
㠯
僧

糧
若
干

律
門
榮
盛
蔑
加
是

時
但
對
陽
遺
蹟
未
能
建
置
一
浮

圖
是
為
缺
典
兹
者
上
座
比
丘
智
本

澄
公
與
衆
相
議
命
工
礱
密

造
五
智
輪
塔
婆
一
基
將
欲
舟

載
運
送

立
彼

而
為
永
丗

之
標
幟
乃
来
徴
銘
於
余
先
是

余
撰
律
師
行
業
記
克
詳
其
由

故
不
以
不
文
辞
畧
敘
平
生
梗
槩

系
之
以
銘
銘
曰

佛
設
三
學
戒
為
洪
基
人

崇
奉
衆
聖
咸
規
海
東
之

國
戒
日
輝
騰
鑑
真
肇
授
叡

尊
重
弘
數
百
載
後
僧
風
淪

替
不
有
忍
師
孰
救
其
弊
志

鋒
鋭
利
行
璧
無
瑕
槇
槙
峯
領

衆
專
唱
開
遮
自
誓

審
别

受
失
傳
飛
求
法
錫
抵
對
陽
堧

鷄
林
在
望
震
旦
奚
適　

國
禁

厳
重
末
由
泛
舶
滄
溟
萬
里
徒

勞
遐
想
島
陰
締
茅
姑
此
棲
養

0105101520

2530354045

5055606570
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丗
縁
俄
盡
為
清
泰
遊
幻
生
幻

滅
於
師
何
憂
但
惜
律
苑
早

喪
蓍
亀
遵
西
竺
法
就
處
闍

維
遺
蹤
蕪
没
後
代
疇
識
粤

鑱
𡨔
堵
樹
海
岸
側
金

正
體
獨
露
巍
然
山
𩄇
衞
護

永
勿
改
遷

元
祿
十
六
年
𡻕
次
癸
未
季
春

糓
旦

峩
山

㫖
嗣
祖
沙
門
道
澄

月
潭
和
南
撰
文

沙
門

道
澄　

月
潭

之
印

蘭谷筆『篆額』

月潭筆『明忍律師塔銘』（首）月潭筆『明忍律師塔銘』（尾）

7580
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月潭筆『西明寺鐘銘』（首）

山
城
州
葛
野
郡
槙
尾
山

西
明
律
寺
平
等
心
王
院

鐘
銘
并
序

凢
禪
教
律
寺
法
噐
之
制
莫

先
於
鐘
故
建
刹
安
僧
不
論

大
小
必
先
庀
焉
况
如
律
院

晨
昏
誦
梵
渉
月
布
薩
等
一

做
佛
事
時
皆
鳴
之
以
肅

衆
加
旃
警
昏
衢
之
長
夜
息

冥
趣
之
苦
輪
厥
功
利
慱
大

豈
易
量
哉
槙
尾
山
西
明
律

寺
於
寛
文
十
二
壬
子
年
新

鑄
鉅
鐘
施
主
乃
永
源
一
絲

禪
師
之
徒
一
通
妙
愚
公
也

公
初
棲
止
于
西
山
善
峯
後

移
居
于
相
樂
中
村
與
大
智

寺
本

律
師
来
徃
密
邇
因

兹
托
于
律
師
喜
捨
浄
財
若

干
両
以
造
鐘
及
樓
又
送
所

持
佛
舎
利
一
百
餘
粒
以
令

供
養
現
𫝆
安
置
于
堂
內
焉

自
寛
文
壬
子
至
正
德
壬
辰

臨
済
正
宗

既

四
十
載
而
其
鐘
未
有

銘
豈
非
缺
典
乎
爰
現
前
比

丘
衆
等
請
余
作
銘
因
為
之

銘
曰雒

之
乾
方　

巌
巒
幽
邃

有
大
蘭
若　

西
明
寺

介
雄
栂
間　

最
為
𩄇
區

山
水
清
淑　

塵
氣
全
無

曩
昔
智
泉　

剏
營
梵
宇

忍
師
重
興　

律
幢
大
竪

祇

林
茂　

苾
蒭
草
繁

終
南
風
致　

迄
今
猶
存

王
妣
帰
崇　

堂
搆
煥
炳

晨
香
夕
燈　

僧
規
厳
整

簴
華
鯨　

愚
公

施

厥
音
嘹
喨　

高
冲
天
墀

十
方
賢
聖　

随
扣
来
聚

惡
趣
聞
聲　

脫
幽
冥
苦

耳
根
塵
消　

返
聞
道
成

心
王
行
令　

六
賊
均
平

入

通
門　

群
類
怡
悦

我
銘
不
文　

聊
識
𡻕
月

　

旹

正
德
二
年
𡻕
次
壬
辰
首
夏

　

吉
旦

峨
山

指
禪
菴
沙
門

月
潭
道
澄
敬
撰

沙
門

道
澂　

月
潭

之
印

月潭筆『西明寺鐘銘』（尾）

（
せ
き
ぐ
ち　

し
ず
お　
　

本
学
名
誉
教
授
）

（
た
か
ま
つ　

せ
つ
こ　
　

名
古
屋
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

0105101520

2530354045
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